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佛
種
慧
濟
禪
師
中
巖
月
和
尚
自
暦
譜

能
仁
　
晃
道

中
巌
円
月
禅
師
の
自
撰
年
譜
。
中
巌
禅
師
の
自
撰
は
、
貞
治
六
年
（
一
三
六
七
）
で
終
わ
っ
た

が
、
法
嗣
の
南
宗
建
幢
が
、
示
寂
の
年
ま
で
書
き
継
い
だ
。

大
解
宗
脱
和
尚
は
、
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）、
南
禅
寺
の
金
地
院
に
蔵
さ
れ
て
い
た
「
自
暦
譜
」

を
借
り
受
け
て
書
写
し
た
（
第
二
部
『
余
録
』「
中
巌
録
書
写
大
意
」
を
参
照
）。
底
本
に
は
、
そ
の

自
筆
本
（
大
解
自
筆
『
東
海
一
漚
集
』
巻
一
。
口
絵
【
二
十
二
】）
を
用
い
た
が
、
版
本
（
大
蔵
院
蔵

版
『
東
海
一
漚
集
』
巻
五
）
と
の
異
同
は
少
な
い
。
ま
た
、『
続
群
書
類
従
』
第
九
輯
下
（
以
下
、

『
類
従
本
』
と
略
す
）
に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、『
類
従
本
』
と
の
大
き
な
異
同
は
注
記
し
た
。

『
五
山
文
学
全
集
』
第
二
巻
に
、『
東
海
一
漚
集
（
大
蔵
院
蔵
版
）』『
同
別
集
』『
同
余
滴
』
を
所

収
（
注
記
引
用
に
は
、『
同
全
集
』
の
頁
数
も
示
し
た
）。

『
五
山
文
学
新
集
』
第
四
巻
に
、『
東
海
一
漚
集
（
東
大
史
料
編
纂
所
本
）』『
作
品
拾
遺
』『
語
録
』

を
所
収
（
注
記
引
用
に
は
、『
同
新
集
』
の
頁
数
も
示
し
た
）。
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共
に
「
自
暦
譜
」
を
含
む
が
、『
新
集
』
は
、『
類
従
本
』
を
上
段
に
、
大
蔵
院
蔵
版
本
を
下
段
に

組
ん
で
、
対
校
し
て
い
る
。

ま
た
、『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
四
十
三
（
中
巌
和
尚
卒
年
）
に
、
関
係
諸
史
料
（「
自
暦
譜
」

を
含
む
）
を
網
羅
し
て
い
る
。

佛
種
慧
濟
禪
師
中
巖
月
和
尚
自
暦
譜

後
伏
見
天
皇
正
安
二
年
庚
子

正
月
初
六
日
晡
時
、
予
生
。
小
名
吉
祥
。
是
歳
二
月
、
父
坐
貶
。
乳
母
抱
予
而
歸
武
州
烏
山
。〔
師
相
州
鎌
倉
縣
人
也
。

姓
平
氏
。
桓
武
天
皇
第
二
皇
子
葛
原
親
王
後
裔
、
土
屋
之
族
也
〕。

＊

後
伏
見
天
皇
正
安
二
年
庚か

の
え

子ね

（
一
三
〇
〇
／
一
歳
）

正
月
初
六
日
晡ほ

時じ

（
午
後
四
時
）、
予
、
生
ま
る
。
小お
さ
な
な名
は
吉
祥
。
是
の
歳
二
月
、
父
、
坐ざ

貶へ
ん

せ
ら
る
。
乳
母
、
予

を
抱
い
て
⑴
武
州
の
烏
山
に
帰
る
。〔
師
は
、
相
州
鎌
倉
県
の
人
な
り
。
姓
は
平
氏
。
桓
武
天
皇
第
二
の
皇
子
葛か
ず
ら

原わ
ら

親
王

の
後
裔
、
⑵
土
屋
の
族
な
り
〕。

＊

⑴ 

武
州
烏
山
＝
現
在
の
東
京
都
世
田
谷
区
烏
山
に
当
た
る
。

⑵ 

土
屋
＝
武
家
の
家
系
。
本
姓
、
平
氏
。
桓
武
平
氏
の
系
譜
で
平
良よ
し

文ふ
み

を
祖
と
し
、
良
文
六
代
の
孫
、
土
屋
宗
遠
を
初
代
と
す
る
。
相
模

国
大
住
郡
土
屋
（
現
、
神
奈
川
県
平
塚
市
土
屋
）
か
ら
起
こ
っ
た
た
め
、
土
屋
姓
を
名
乗
っ
た
。
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三
年
辛
丑

後
二
條
天
皇
乾
元
元
年
壬
寅

嘉
元
元
年
癸
卯

二
年
甲
辰

三
年
乙
巳

予
六
歳
。
外
祖
父
迎
予
於
名
越
。
以
病
歸
烏
山
。

＊

三
年
辛か

の
と

丑う
し

（
一
三
〇
一
／
二
歳
）

後
二
条
天
皇
乾
元
元
年
壬
み
ず
の
え

寅と
ら

（
一
三
〇
二
／
三
歳
）

嘉
元
元
年
癸
み
ず
の
と

卯う

（
一
三
〇
三
／
四
歳
）

二
年
甲き
の
え

辰た
つ

（
一
三
〇
四
／
五
歳
）

三
年
乙き
の
と

巳み

（
一
三
〇
五
／
六
歳
）

予
、
六
歳
。
外
祖
父
、
予
を
⑴
名
越
に
迎
う
。
病や
ま
いを
以
て
烏
山
に
帰
る
。

＊

⑴ 

名
越
＝
現
在
の
神
奈
川
県
鎌
倉
市
大
町
に
当
た
る
。

徳
治
元
年
丙
午

是
歳
、
予
方
知
支
干
。
有
六
十
一
歳
人
、
曰
、
吾
生
年
也
。
予
怪
之
問
之
。
老
人
曰
、
可
教
也
。
乃
能
學
之
。
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＊

徳
治
元
年
丙ひ

の
え

午う
ま

（
一
三
〇
六
／
七
歳
）

是
の
歳
、
予
、
方ま
さ

に
支
干
を
知
る
。
六
十
一
歳
の
人
有
り
、
曰
く
、「
吾
が
生
年
な
り
」
と
。
予
、
之
れ
を
怪
し
ん

で
之
れ
を
問
う
。
老
人
の
曰
く
、「
教
ゆ
可べ

し
」。
乃す
な
わち
能よ

く
之
れ
を
学
ぶ
。

二
年
丁
未

予
八
歳
。
春
、
祖
母
迎
予
於
龜
谷
。
送
入
壽
福
爲
僧
童
。
名
曰
至
道
。
是
歳
洪
水
。
民
間
多
患
赤
疱
瘡
也
。

＊

二
年
丁ひ

の
と

未ひ
つ
じ（

一
三
〇
七
／
八
歳
）

予
、
八
歳
。
春
、
祖
母
、
予
を
亀か
め
が
や
つ谷
に
迎
う
。
送
っ
て
⑴
寿
福
に
入
れ
て
僧
童
と
為な

す
。
名
づ
け
て
至
道
と
曰
う
。

是
の
歳
、
洪
水
あ
り
。
民
間
、
多
く
赤あ

か

疱も
が
さ瘡

（
麻は
し
か疹

）
を
患わ
ず
らう
。

＊

⑴ 

寿
福
＝
亀
谷
山
寿
福
寺
。
鎌
倉
五
山
第
三
位
。
現
在
は
、
建
長
寺
派
に
属
す
。
神
奈
川
県
鎌
倉
市
扇
ガ
谷
。

萩
原
天
皇
延
慶
元
年
戊
申

予
九
歳
。
背
生
瘡
。
隨
基
立
翁
遷
大
慈
寺
。

＊

⑴
萩
原
天
皇
延
慶
元
年
戊
つ
ち
の
え

申さ
る

（
一
三
〇
八
／
九
歳
）

予
、
九
歳
。
背
に
瘡か
さ

を
生
ず
。
⑵
基
立
翁
に
随
っ
て
⑶
大
慈
寺
に
遷
る
。
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＊

⑴ 
萩
原
天
皇
＝
花
園
天
皇
の
こ
と
。
そ
の
御
所
、
洛
西
花
園
の
萩
原
殿
に
因
ん
で
、
こ
う
呼
ば
れ
た
。

⑵ 
基
立
翁
＝
立
翁
□
基
（
生
没
年
不
詳
）。
中
巌
和
尚
に
、「
義
師
立
翁
を
祭
る
」
文
（『
東
海
一
漚
集
』
巻
三
〔
九
八
九
頁
〕）
が
あ
る
。

代
々
京
都
の
人
で
、
寵
禄
に
栄
え
て
い
た
が
、
朝
廷
か
ら
の
召
し
出
し
を
逃
れ
て
僧
侶
と
な
り
、
鎌
倉
に
来
て
、
寿
福
寺
七
世
の
寂
庵

上
昭
の
も
と
で
修
行
。
身
内
の
な
い
至
道
僧
童
を
助
け
育
て
た
。

⑶ 

大
慈
寺
＝
現
、
廃
寺
。
相
州
鎌
倉
郡
十
二
所
邑
（
現
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市
十
二
所
）
に
あ
っ
た
。
も
と
、
鎌
倉
五
山
浄
妙
寺
派
、
後
、

建
長
寺
派
に
転
じ
た
。

二
年
己
酉

三
年
庚
戌

是
歳
、
鎌
倉
大
災
。

＊

二
年
己

つ
ち
の
と

酉と
り

（
一
三
〇
九
／
十
歳
）

三
年
庚か
の
え

戌い
ぬ

（
一
三
一
〇
／
十
一
歳
）

是
の
歳
、
⑴
鎌
倉
、
大
い
に
災
あ
り
。

＊

⑴ 

鎌
倉
大
災
＝
十
一
月
六
日
、
鎌
倉
大
火
。
勝
長
寿
院
、
法
華
堂
、
荏
柄
社
な
ど
類
焼
（『
鎌
倉
年
代
記
』）。

應
長
元
年
辛
亥
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春
、
在
池
房
。
就
道
惠
和
尚
、
讀
孝
經
論
語
。
且
學
九
章
算
法
。
秋
歸
大
慈
寺
。
冬
十
月
二
十
六
日
、
平
貞
時
薨
。
其

朝
日
無
光
、
而
色
赤
似
血
。

＊

応
長
元
年
辛か

の
と

亥い

（
一
三
一
一
／
十
二
歳
）

春
、
池い
け
の
ぼ
う房（

未
詳
）
に
在
り
。
道
恵
和
尚
（
未
詳
）
に
就
い
て
、『
孝
経
』『
論
語
』
を
読
む
。
且か

つ
⑴
九
章
の
算
法

を
学
ぶ
。
秋
、
大
慈
寺
に
帰
る
。
冬
十
月
二
十
六
日
、
⑵
平
貞さ
だ

時と
き

、
薨
ず
。
⑶
其
の
朝
、
日
、
光
無の

う
し
て
、
色
赤

く
血
に
似
た
り
。

＊

⑴ 

九
章
算
法
＝
『
九
章
算
術
』。
古
代
中
国
の
数
学
書
。
方
田
（
面
積
測
定
）、
粟
米
（
交
易
売
買
算
）
な
ど
九
章
か
ら
な
る
。

⑵ 

平
貞
時
＝
北
条
貞
時
（
一
二
七
一
～
一
三
一
一
）。
鎌
倉
幕
府
第
九
代
執
権
。
応
長
元
年
十
月
二
十
六
日
卒
、
年
四
十
一
。

⑶ 

其
朝
日
無
光
、
而
色
赤
似
血
＝
『
類
従
本
』
に
は
こ
の
後
に
、「
予
、
年
少ワ
ラ
ワに
し
て
而し
か

も
先
ず
此
の
怪
を
見
る
、
甚は
な
はだ
奇
な
り
（
予
年
少

而
先
見
此
怪
甚
奇
）」
の
記
事
が
あ
る
。
底
本
に
も
あ
る
が
、
上
か
ら
薄
紙
を
貼
っ
て
消
し
て
あ
り
、
版
本
に
も
載
せ
な
い
。
訓
は
底
本

の
も
の
。

正
和
元
年
壬
子

是
年
、
予
十
三
。
立
翁
命
、
禮
梓
山
律
師
剃
髮
。
后
學
密
教
於
三
寶
院
。
日
日
詣
詫
間
谷
、
禮
寶
篋
印
塔
、
巡
百
匝
而

歸
。
又
拜
弘
法
大
師
像
百
拜
。

＊

正
和
元
年
壬

み
ず
の
え

子ね

（
一
三
一
二
／
十
三
歳
）
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是
の
年
、
予
、
十
三
。
立
翁
、
命
あ
り
、
梓
山
律
師
（
未
詳
）
を
礼
し
て
剃
髪
す
。
后の
ち

、
⑴
密
教
を
三
宝
院
（
未
詳
）

に
学
ぶ
。
日
日
、
⑵
詫た
く

間ま
が

谷や
つ

に
詣
し
て
、
宝ほ
う

篋き
よ
う

印い
ん

塔と
う

を
礼
し
、
巡
る
こ
と
百
ひ
や
く

匝そ
う

に
し
て
帰
る
。
又
た
弘
法
大
師
の

像
を
拝
す
る
こ
と
百
拝
。

＊

⑴ 

密
教
＝
『
類
従
本
』
は
、「
秘
密
教
」
に
作
る
。

⑵ 

詫
間
谷
＝
現
、
神
奈
川
県
鎌
倉
市
浄
明
寺
宅
間
ヶ
谷
。
浄
妙
寺
（
建
長
寺
派
）
に
宝
篋
印
塔
一
基
が
あ
る
が
、
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）

の
造
立
な
の
で
該
当
し
な
い
。
場
所
が
違
う
が
、
極
楽
寺
（
真
言
律
宗
）
に
、
北
条
重
時
（
一
一
九
八
～
一
二
六
一
）
の
墓
塔
と
伝
え

ら
れ
る
宝
篋
印
塔
一
基
が
あ
り
、
ま
た
、
極
楽
寺
の
境
内
に
は
大
師
堂
も
あ
り
、
或
い
は
こ
の
極
楽
寺
を
指
す
か
。

二
年
癸
丑

春
、
學
密
教
、
至
胎
藏
金
剛
二
部
、
且
行
諸
尊
法
。
棄
而
不
學
。
夏
、
於
壽
福
未
得
挂
搭
。
在
浩
玄
山
主
房
、
往
來
師

寛
通
圓
首
座
寮
、
讀
諸
家
語
録
。
雖
未
會
得
禪
意
、
然
略
弄
語
話
。
時
嶮
崖
和
尚
退
聖
福
席
、
客
龜
谷
。
作
頌
二
首
。

諸
方
名
勝
競
和
其
韻
。
予
十
四
歳
、
敢
用
乃
押
寄
意
。
嶮
崖
甚
喜
而
語
建
長
佛
燈
。
燈
亦
以
年
少
故
爲
異
也
。

＊

二
年
癸

み
ず
の
と

丑う
し

（
一
三
一
三
／
十
四
歳
）

春
、
密
教
を
学
ん
で
、
胎
蔵
金
剛
の
二
部
に
至
り
、
且か

つ
諸
尊
の
法
を
行
ず
。
棄す

て
て
学
ば
ず
。
夏
、
寿
福
に
於
い

て
未
だ
挂か

搭と
う

す
る
こ
と
を
得
ず
。
浩
玄
山
主
（
未
詳
）
の
房
に
在
っ
て
、
⑴
師
寛
通
円
首
座
の
寮
に
往
来
し
て
、
諸

家
の
語
録
を
読
む
。
未
だ
禅
意
を
会
得
せ
ず
と
雖い

え
ども
、
然し
か

も
略ほ

ぼ
語
話
を
弄
す
。
時
に
⑵
嶮
崖
和
尚
、
⑶
聖
福
の
席

を
退
い
て
、
亀
谷
（
寿
福
寺
）
に
客
た
り
。
頌
を
作
る
こ
と
二
首
。
諸
方
の
名
勝
、
競
っ
て
其
の
韻
を
和
す
。
予
、
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十
四
歳
、
敢
え
て
用も
つ

て
乃す
な
わち
押
し
、
意
を
寄
す
。
嶮
崖
、
甚は
な
はだ
喜
ん
で
建
長
の
⑷
仏
灯
に
語
る
。
灯
、
亦
た
年
少
を

以
て
の
故
に
異
と
為
す
。

＊

⑴ 
師
寛
通
円
＝
底
本
は
一
人
、
版
本
は
二
人
と
し
て
人
名
記
号
の
中
線
を
引
い
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
不
詳
。

⑵ 

嶮
崖
和
尚
＝
嶮
崖
巧
安
。
肥
前
の
人
。
建
長
寺
の
大
休
正
念
の
法
嗣
。
建
長
寺
二
十
三
世
・
円
覚
寺
十
四
世
・
建
仁
寺
十
九
世
・
寿
福

寺
十
三
世
。『
延
宝
伝
灯
録
』
巻
十
八
は
、
元
徳
三
年
（
元
弘
元
年
／
一
三
三
一
）
七
月
二
十
三
日
示
寂
、
世
寿
八
十
。『
扶
桑
五
山
記
』

巻
三
「
建
長
寺
」
は
、
元
弘
三
癸
酉
（
一
三
三
三
）
七
月
二
十
三
日
示
寂
、
世
寿
八
十
六
。
仏
智
円
応
禅
師
。

⑶ 

聖
福
＝
安
国
山
聖
福
寺
（
福
岡
市
博
多
区
御
供
所
町
）。
現
在
は
妙
心
寺
派
で
あ
る
が
、
往
時
は
十
刹
第
三
位
。
嶮
崖
は
、
第
十
五
代
。

⑷ 

仏
灯
＝
仏
灯
大
光
国
師
、
約
翁
徳
倹
（
一
二
四
五
～
一
三
二
〇
）。
鎌
倉
の
人
。
建
長
寺
の
蘭
渓
道
隆
の
法
嗣
。
南
禅
寺
五
世
・
建
仁
寺

十
七
世
。
元
応
二
年
五
月
十
九
日
示
寂
、
世
寿
七
十
六
。「
建
長
」
は
、
約
翁
が
建
長
寺
山
内
に
開
い
た
長
勝
寺
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

三
年
甲
寅

予
在
萬
壽
雲
屋
和
尚
會
下
、
作
頌
甚
多
。
雲
屋
稱
奇
也
。
是
歳
建
長
災
。
佛
燈
退
院
。
冬
、
禮
圓
覺
東
明
和
尚
、
爲
受

業
師
。

＊

三
年
甲き

の
え

寅と
ら

（
一
三
一
四
／
十
五
歳
）

予
、
⑴
万
寿
の
⑵
雲
屋
和
尚
の
会え

下か

に
在
っ
て
、
頌
を
作
る
こ
と
甚
だ
多
し
。
雲
屋
、
奇
な
り
と
称
す
。
⑶
是
の
歳
、

建
長
に
災
あ
り
。
仏
灯
、
院
を
退
く
。
冬
、
円
覚
の
⑷
東
明
和
尚
を
礼
し
て
、
受じ
ゆ

業ご
う

の
師
と
為
す
。

＊
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⑴ 

万
寿
＝
相
模
の
乾
明
山
万
寿
寺
（
現
、
廃
寺
）。
関
東
十
刹
。
無
学
祖
元
開
山
。

⑵ 
雲
屋
和
尚
＝
雲
屋
慧
輪
（
一
二
五
八
～
一
三
三
一
）。
洛
陽
の
人
。
建
長
寺
の
無
学
祖
元
の
法
嗣
。
円
覚
寺
十
三
世
・
寿
福
寺
十
二
世
。

元
弘
元
年
五
月
十
日
示
寂
、
世
寿
七
十
四
。
仏
地
禅
師
。『
類
従
本
』
は
、
二
箇
所
と
も
「
雲
居
」
に
誤
る
。

⑶ 

是
歳
建
長
災
＝
建
長
寺
の
焼
失
は
、
翌
正
和
四
年
七
月
九
日
の
こ
と
（『
鎌
倉
年
代
記
』）。

⑷ 

東
明
和
尚
＝
東
明
慧
日
（
一
二
七
二
～
一
三
四
〇
）。
南
宋
末
か
ら
元
の
曹
洞
宗
宏
智
派
の
僧
。
延
慶
二
年
（
一
三
〇
九
／
元
年
と
も
）、

北
条
貞
時
の
招
き
に
応
じ
て
来
朝
、
相
模
の
禅
興
寺
に
住
し
、
円
覚
寺
（
十
世
）
に
昇
っ
た
。
そ
の
後
、
建
長
寺
（
十
七
世
）・
寿
福
寺

（
九
世
）
な
ど
に
も
住
す
。
暦
応
三
年
十
月
四
日
示
寂
、
世
寿
六
十
九
。

四
年
乙
卯

是
歳
十
六
。
春
、
挂
搭
圓
覺
。
夏
、
三
日
病
。

＊

四
年
乙き

の
と

卯う

（
一
三
一
五
／
十
六
歳
）

是
の
歳
、
十
六
。
春
、
円
覚
に
挂
搭
す
。
夏
、
三
日
、
病
む
。

五
年
丙
辰

象
外
援
予
於
東
明
和
尚
、
扣
以
洞
下
之
旨
。
然
予
心
粗
、
不
達
其
密
意
。

＊

五
年
丙ひ

の
え

辰た
つ

（
一
三
一
六
／
十
七
歳
）

⑴
象
外
、
予
を
東
明
和
尚
に
援ひ

い
て
、
扣た
た

く
に
洞
下
の
旨
を
以
て
す
。
然し
か

も
予
が
心
、
粗
に
し
て
、
⑵
其
の
密
意
に
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達
せ
ず
。

＊

⑴ 
象
外
＝
象
外
禅
鑑
（
？
～
一
三
五
五
）。
肥
前
の
人
。
円
覚
寺
の
桃
渓
徳
悟
の
法
嗣
。
建
長
寺
三
十
世
・
円
覚
寺
二
十
三
世
・
寿
福
寺

二
十
一
世
。
文
和
四
年
十
一
月
十
八
日
示
寂
、
世
寿
不
詳
。
妙
覚
禅
師
。
中
巌
和
尚
に
、「
諸
山
、
象
外
和
尚
を
請
じ
て
円
覚
に
住
せ
し

む
る
疏
」「
建
長
、
象
外
和
尚
を
請
ず
る
疏
」（『
東
海
一
漚
集
』
巻
二
〔
九
二
一
・
九
二
五
頁
〕）
が
あ
る
。

⑵ 

不
達
其
密
意
＝
『
類
従
本
』
は
、「
不
能
達
其
密
意
（
其
の
密
意
に
達
す
る
こ
と
能
わ
ず
）」
に
作
る
。

文
保
元
年
丁
巳

東
明
和
尚
遷
壽
福
。
南
山
和
尚
上
圓
覺
。

＊

文
保
元
年
丁ひ

の
と

巳み

（
一
三
一
七
／
十
八
歳
）

東
明
和
尚
、
寿
福
に
遷う
つ

る
。
⑴
南
山
和
尚
、
円
覚
に
上
る
。

＊

⑴ 

南
山
和
尚
＝
南
山
士
雲
（
一
二
五
四
～
一
三
三
五
）。
遠
江
の
人
。
東
福
寺
の
円
爾
弁
円
の
法
嗣
。
建
長
寺
十
九
世
・
円
覚
寺
十
一
世
・

寿
福
寺
八
世
・
東
福
寺
十
一
世
。
建
武
二
年
十
月
七
日
示
寂
、
世
寿
八
十
二
。

二
年
戊
午

予
十
九
歳
。
起
圓
覺
到
博
多
、
欲
出
江
南
。
綱
司
不
許
上
舶
而
歸
。
夏
、
在
京
之
萬
壽
絶
崖
和
尚
會
下
。
冬
、
到
越

前
、
參
永
平
義
雲
。
略
通
洞
宗
語
言
。
是
歳
靈
山
和
尚
觀
國
。
韶
石
門
同
歸
朝
。
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＊

二
年
戊

つ
ち
の
え

午う
ま

（
一
三
一
八
／
十
九
歳
）

予
、
十
九
歳
。
円
覚
を
起た

っ
て
博
多
に
到
り
、
江
南
（
中
国
・
元
）
に
出い

で
ん
と
欲
す
。
綱
司
（
海
商
）、
舶ふ
ね

に
上
る

こ
と
を
許
さ
ず
し
て
帰
る
。
夏
、
京
の
⑴
万
寿
の
⑵
絶
崖
和
尚
の
会え

下か

に
在
り
。
冬
、
越
前
に
到
っ
て
、
永
平
の
⑶
義

雲
に
参
ず
。
略ほ

ぼ
洞
宗
の
語
言
に
通
ず
。
是
の
歳
、
⑷
霊
山
和
尚
、
国
を
観み

る
。
⑸
韶
石
門
、
同
じ
く
帰
朝
す
。

＊

⑴ 

万
寿
＝
九
重
山
万
寿
寺
。
京
都
五
山
第
五
位
。
現
在
は
、
東
福
寺
の
塔
頭
と
な
っ
て
い
る
。

⑵ 

絶
崖
和
尚
＝
絶
崖
宗
卓
（
？
～
一
三
三
四
）。
建
長
寺
の
南
浦
紹
明
の
法
嗣
。
筑
前
崇
福
寺
・
京
都
万
寿
寺
な
ど
に
歴
住
し
た
後
、
南
禅

寺
四
世
。
建
武
元
年
六
月
二
十
七
日
示
寂
、
世
寿
不
詳
。
広
智
禅
師
。

⑶ 

義
雲
＝
一
二
五
三
～
一
三
三
三
。
曹
洞
宗
永
平
寺
五
世
。
京
都
の
人
。
越
前
宝
慶
寺
の
寂
円
の
法
嗣
。
正
慶
二
年
十
月
十
二
日
示
寂
、

世
寿
八
十
一
。

⑷ 

霊
山
和
尚
＝
霊
山
道
隠
（
一
二
五
五
～
一
三
二
五
）。
杭
州
（
浙
江
省
）
の
人
。
雪
巌
祖
欽
の
法
嗣
。
こ
の
年
（
翌
年
と
も
）
来
朝
し
、

建
長
寺
（
十
八
世
）
に
住
す
。
円
覚
寺
十
二
世
。
正
中
二
年
三
月
二
日
示
寂
、
世
寿
七
十
一
。
仏
慧
禅
師
。

⑸ 

韶
石
門
＝
『
類
従
本
』
は
、「
詔
石
門
」
に
作
る
。
或
い
は
、「
霊
山
和
尚
、
国
の
詔
み
こ
と
の
りを
観み

る
。
石
門
、
同
じ
く
帰
朝
す
」
と
訓
む
か
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
人
名
は
不
詳
。

後
醍
醐
天
皇
元
應
元
年
己
未

春
、
辭
永
平
歸
鎌
倉
。
參
淨
妙
玉
山
和
尚
。
不
契
。
再
覲
東
明
和
尚
於
建
長
挂
搭
。
同
十
月
、
東
明
和
尚
退
。
靈
山
和

尚
住
建
長
。
朝
夕
入
室
參
問
。
以
曾
在
圓
覺
相
識
見
異
愛
。
常
作
頌
多
稱
賞
。
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＊

後
醍
醐
天
皇
元
応
元
年
己

つ
ち
の
と

未ひ
つ
じ（

一
三
一
九
／
二
十
歳
）

春
、
永
平
を
辞
し
て
鎌
倉
に
帰
る
。
⑴
浄
妙
の
⑵
玉
山
和
尚
に
参
ず
。
契か
な

わ
ず
。
東
明
和
尚
を
建
長
に
再
覲
し
て
挂

搭
す
。
同
十
月
、
東
明
和
尚
退
く
。
霊
山
和
尚
、
建
長
に
住
す
。
朝
夕
、
入に

つ

室し
つ

参
問
す
。
⑶
曾か
つ

て
円
覚
に
在
っ
て
相

識
な
る
を
以
て
異
愛
せ
ら
る
。
常
に
頌
を
作
れ
ば
多
く
称
賞
す
。

＊

⑴ 

浄
妙
＝
稲
荷
山
浄
妙
寺
。
鎌
倉
五
山
第
五
位
。
現
在
は
、
建
長
寺
派
の
末
寺
。

⑵ 

玉
山
和
尚
＝
玉
山
徳
璇
（
一
二
五
五
～
一
三
三
四
）。
信
濃
の
人
。
建
長
寺
の
蘭
渓
道
隆
の
法
嗣
。
浄
妙
寺
に
住
し
、
建
長
寺
二
十
世
。

建
武
元
年
十
月
十
八
日
示
寂
、
世
寿
八
十
。
仏
覚
禅
師
。

⑶ 

以
曾
在
円
覚
相
識
見
異
愛
。
常
作
頌
多
称
賞
＝
『
類
従
本
』
は
、
次
年
の
尾
に
記
す
。

二
年
庚
申

冬
、
往
羽
州
。
爲
救
阿
姉
阿
甥
難
。
是
歳
、
南
山
和
尚
遷
建
長
。

＊

二
年
庚か

の
え

申さ
る

（
一
三
二
〇
／
二
十
一
歳
）

冬
、
羽
州
に
往
く
。
阿あ

ね姉
阿お

い甥
の
難
を
救
わ
ん
が
為
な
り
。
是
の
歳
、
南
山
和
尚
、
建
長
に
遷
る
。

元
亨
元
年
辛
酉
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冬
、
拉
不
聞
上
京
、
欲
見
闡
提
和
尚
。
闡
提
愛
閑
、
厭
衲
子
來
附
、
深
入
山
。
以
予
舊
交
、
稱
希
朋
唱
和
尤
親
。
故
借

榻
於
南
禪
歸
雲
庵
、
且
往
來
濟
北
庵
、
親
虎
關
和
尚
。
關
時
撰
釋
書
。
不
容
諸
客
。
獨
許
予
與
不
聞
來
扣
。
以
見
愛

也
。
話
及
本
朝
高
僧
事
迹
。
予
甚
服
博
識
。

＊

元
亨
元
年
辛か

の
と

酉と
り

（
一
三
二
一
／
二
十
二
歳
）

冬
、
⑴
不
聞
を
⑵
拉ひ
き
つれ
て
京
に
上
り
、
⑶
闡せ
ん

提だ
い

和
尚
に
見ま
み

え
ん
と
欲
す
。
闡
提
、
閑
を
愛
し
て
、
衲の
つ

子す

の
来
た
り
附
す

る
こ
と
を
厭い

と

う
て
、
深
く
山
に
入
る
。
⑷
予
が
旧
き
ゆ
う

交こ
う

な
る
を
以
て
、
希
朋
と
称
し
て
唱
和
尤も
っ
とも
親
し
。
故
に
榻と
う

を
南

禅
の
⑸
帰
雲
庵
に
借
り
て
、
且か

つ
済
北
庵
に
往
来
し
て
、
⑹
虎
関
和
尚
に
親
し
む
。
関
、
時
に
、『（
元
亨
）
釈
書
』
を

撰
す
。
諸
客
を
容い

れ
ず
。
独ひ
と

り
予
と
不
聞
と
来
た
り
扣た
た

く
こ
と
を
許
す
。
愛
せ
ら
る
る
を
以
て
な
り
。
話か
た

っ
て
本
朝

高
僧
の
事
迹
に
及
ぶ
。
予
、
甚は

な
はだ
博
識
に
服
す
。

＊

⑴ 

不
聞
＝
不
聞
契
聞
（
一
三
〇
一
～
一
三
六
八
）。
武
蔵
の
人
。
東
明
慧
日
の
法
嗣
。
正
中
二
年
（
一
三
二
五
）、
中
巌
和
尚
と
共
に
入
元
。

正
慶
二
年
（
一
三
三
三
）
帰
朝
。
駿
河
の
清
見
寺
（
十
刹
）
な
ど
に
住
し
、
円
覚
寺
三
十
三
世
。
応
安
元
年
七
月
十
二
日
示
寂
、
世
寿

六
十
八
。
中
巌
和
尚
に
、「
江
湖
、
不
聞
を
勧
請
し
て
清
見
寺
に
住
せ
し
む
る
疏
」（『
東
海
一
漚
集
』
巻
二
〔
九
二
四
頁
〕）
が
あ
る
。

⑵ 

拉
＝
底
本
・
版
本
に
は
な
い
が
、『
類
従
本
』
に
よ
っ
て
補
っ
た
。
底
本
・
版
本
の
ま
ま
で
は
、
不
聞
が
主
語
に
な
っ
て
し
ま
う
。

⑶ 

闡
提
和
尚
＝
闡
提
正
具
（
？
～
一
三
二
九
）。
京
洛
の
法
観
寺
の
印
叟
救
海
（
栄
西
下
の
法
系
）
の
法
嗣
。
法
観
寺
・
豊
後
万
寿
寺
（
十

刹
）
に
住
し
、
筑
前
に
顕
孝
寺
（
諸
山
）
を
開
創
。
元
徳
元
年
九
月
二
日
示
寂
、
世
寿
不
詳
。
玉
村
竹
二
『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
を

参
照
。
中
巌
和
尚
に
、「
闡
提
和
尚
の
塔
を
祭
る
」
文
（『
東
海
一
漚
集
』
巻
三
〔
九
八
七
頁
〕）
が
あ
る
。

⑷ 

以
予
旧
交
、
称
希
朋
唱
和
尤
親
。
故
…
…
＝
原
文
・
訓
読
と
も
に
底
本
・
版
本
の
ま
ま
だ
が
、
意
味
が
通
じ
な
い
。
中
巌
和
尚
の
「
鏡
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銘
」（『
東
海
一
漚
別
集
』〔
一
〇
七
四
頁
〕）
に
、「
昔
、
予
、
未
だ
江
南
（
中
国
）
に
遊
ば
ざ
り
し
時
、
京
の
南
禅
に
寓
す
。
友
人
の

祚
希
明
…
…
」
と
あ
り
、「
以
予
旧
交
祚○

希
明○

唱
和
尤
親
故
…
…
」
と
改
め
、「
予
の
旧
交
祚
希
明
、
唱
和
尤
も
親
し
き
を
以
て
の
故
に

…
…
」
と
訓
じ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。「
闡
提
和
尚
は
山
に
隠
れ
て
会
っ
て
く
れ
な
い
の
で
、
友
人
の
希
明
□
祚
を
頼
っ
て
、
南
禅
寺
の
塔

頭
帰
雲
院
に
間
借
り
し
た
」
と
い
う
こ
と
。『
類
従
本
』
は
、「
称
」
は
底
本
・
版
本
と
同
じ
だ
が
、「
希
朋
」
は
「
希
明
」
で
、
正
し

い
。

⑸ 

帰
雲
庵
＝
帰
雲
院
。
南
禅
寺
塔
頭
。

⑹ 

虎
関
和
尚
＝
虎
関
師
錬
（
一
二
七
八
～
一
三
四
六
）。
京
都
の
人
。
東
福
寺
の
東
山
湛
照
の
法
嗣
。
南
禅
寺
十
五
世
・
東
福
寺
十
五

世
。
貞
和
二
年
七
月
二
十
四
日
示
寂
、
世
寿
六
十
九
。
鎌
倉
時
代
を
代
表
す
る
学
僧
で
、
京
都
白
河
の
済
北
庵
に
在
っ
て
、
元
亨
二
年

（
一
三
二
二
）、
日
本
初
の
総
合
的
仏
教
史
書
で
あ
る
『
元
亨
釈
書
』
三
十
巻
を
完
成
さ
せ
た
。
東
福
寺
海
蔵
門
派
祖
。

二
年
壬
戌

夏
、
在
南
禪
曹
峰
和
尚
會
下
。
作
五
家
符
命
。
濟
北
和
尚
甚
賞
。

＊

二
年
壬

み
ず
の
え

戌い
ぬ

（
一
三
二
二
／
二
十
三
歳
）

夏
、
南
禅
の
⑴
曹
峰
和
尚
の
会え

下か

に
在
り
。
⑵
五
家
の
符
命
を
作
る
。
済
北
和
尚
（
虎
関
師
錬
）、
甚
だ
賞
す
。

＊

⑴ 

曹
峰
和
尚
＝
双
峰
宗
源
（
一
二
六
三
～
一
三
三
五
）。
筑
前
の
人
。
東
福
寺
の
円
爾
弁
円
の
法
嗣
。
南
禅
寺
七
世
・
東
福
寺
十
二
世
。
建

武
二
年
十
一
月
二
十
六
日
（『
扶
桑
五
山
記
』
巻
二
）
示
寂
、
世
寿
七
十
三
。
双
峰
国
師
。「
曹
峰
」
と
記
す
の
は
、
他
の
文
献
に
も
見

ら
れ
る
。
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⑵ 

五
家
符
命
＝
「
五
宗
符
命
」（『
東
海
一
漚
集
』
巻
三
〔
九
八
二
頁
〕）。

三
年
癸
亥

歸
建
長
掌
内
記
。
年
二
十
四
歳
也
。

＊

三
年
癸

み
ず
の
と

亥い

（
一
三
二
三
／
二
十
四
歳
）

建
長
に
帰
っ
て
⑴
内
記
を
掌
つ
か
さ
どる
。
年
二
十
四
歳
な
り
。

＊

⑴ 

内
記
＝
住
持
の
一
切
の
書
状
を
司
る
書
状
侍
者
の
こ
と
。

正
中
元
年
甲
子

春
、
起
建
長
、
再
往
筑
紫
。
以
待
出
唐
之
舶
也
。
吉
野
帝
欲
亡
關
東
。
夏
、
見
大
友
江
州
於
吉
津
龜
之
第
。
往
豐
後
、

遂
參
闡
提
和
尚
於
萬
壽
。
秋
、
歸
博
多
。
商
舶
未
可
起
碇
。
以
京
師
亂
也
。
冬
、
歸
豐
後
。
是
歳
冬
至
在
朔
旦
。
乃
日

路
過
球
朱
郡
。
有
異
人
、
示
予
蓍
草
。
時
予
二
十
五
歳
。
以
爲
王
輔
嗣
學
易
之
歳
、
且
孔
夫
子
知
命
年
之
半
也
。
自
謂

奇
而
作
得
蓍
賦
。

＊

正
中
元
年
甲き

の
え

子ね

（
一
三
二
四
／
二
十
五
歳
）

春
、
建
長
を
起た

っ
て
、
再
び
筑
紫
（
九
州
）
に
往
く
。
以
て
唐
に
出
づ
る
の
舶ふ
ね

を
待
つ
。
⑴
吉
野
帝
、
関
東
を
亡ほ
ろ

ぼ

さ
ん
と
欲
す
。
夏
、
⑵
大
友
江
州
に
⑶
吉キ

津ツ

亀キ

の
第や
し
きに
見ま
み

ゆ
。
豊
後
に
往ゆ

き
て
、
遂
に
闡
提
和
尚
に
⑷
万
寿
に
参
ず
。
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秋
、
博
多
に
帰
る
。
商
舶
、
未
だ
碇い
か
りを
起
こ
す
可べ

か
ら
ず
。
京
師
の
乱
る
る
を
以
て
な
り
。
冬
、
豊
後
に
帰
る
。
是

の
歳
、
⑸
冬
至
、
朔さ
く

旦た
ん

に
在
り
。
乃そ

の
日
、
路
、
⑹
球く

朱す

郡ぐ
ん

を
過
ぐ
。
異
人
有
り
、
予
に
⑺
蓍ぎ

草そ
う

を
示
す
。
時
に
予
、

二
十
五
歳
。
以お

も為
え
ら
く
、「
⑻
王お
う

輔ほ

嗣し

、『
易
』
を
学
ぶ
の
歳
、
且か

つ
孔こ
う

夫ふ
う

子し

、
⑼
命
を
知
る
の
年
の
半な
か

ば
な
り
」

と
。
自み

ず
から
「
奇
な
り
」
と
謂い

っ
て
、
⑽
得
蓍
の
賦
を
作
る
。

＊

⑴ 

吉
野
帝
欲
亡
関
東
＝
後
醍
醐
天
皇
に
よ
る
鎌
倉
幕
府
打
倒
計
画
、
い
わ
ゆ
る
正
中
の
変
。

⑵ 

大
友
江
州
＝
大
友
貞
宗
（
？
～
一
三
三
三
）。
大
友
氏
第
六
代
当
主
。
豊
後
・
肥
前
守
護
職
、
鎮
西
奉
行
。
元
弘
三
年
十
二
月
三
日
死

去
。「
江
州
」
は
、
そ
の
官
、
近
江
守
。
こ
れ
以
後
、
大
友
氏
は
中
巌
和
尚
の
最
大
の
外
護
者
と
な
る
。

⑶ 

吉
津
亀
＝
現
在
の
大
分
県
杵
築
市
。

⑷ 

万
寿
＝
蒋
山
万
寿
寺
（
大
分
市
金
池
町
）。
現
在
は
妙
心
寺
派
で
あ
る
が
、
往
時
は
十
刹
。
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）、
大
友
氏
第
五
代

当
主
貞さ
だ

親ち
か

（
貞
宗
の
兄
）
が
建
立
、
大
友
氏
の
菩
提
寺
。

⑸ 

冬
至
在
朔
旦
＝
十
一
月
一
日
が
冬
至
に
当
た
る
こ
と
を
朔
旦
冬
至
と
言
い
、
十
九
年
に
一
度
巡
り
来
て
、
吉
日
と
さ
れ
る
。

⑹ 

球
朱
郡
＝
球
珠
郡
。
豊
後
国
八
郡
の
一
。
現
在
の
表
記
は
、
玖
珠
郡
。

⑺ 

蓍
草
＝
草
の
名
で
、
め
ど
ぎ

0

0

0

の
こ
と
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
占
い
に
用
い
る
筮ぜ
い

竹ち
く

の
こ
と
。「
ぎ
」
は
版
本
の
振
り
仮
名
。
普
通
は
「
し
」

と
読
む
。

⑻ 

王
輔
嗣
＝
王
弼ひ

つ

（
二
二
六
～
二
四
九
）
の
こ
と
。
三
国
時
代
の
魏
の
学
者
･
政
治
家
。「
輔
嗣
」
は
、
字
。『
老
子
』『
易
』
の
注
釈
を
書

き
、
二
十
四
歳
の
若
さ
で
死
去
し
た
。

⑼ 

知
命
年
之
半
＝
二
十
五
歳
。『
論
語
』
為
政
第
二
、「
五
十
に
し
て
天
命
を
知
る
」。

⑽ 

得
蓍
賦
＝
『
東
海
一
漚
集
』『
同
別
集
』
に
見
え
な
い
。
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二
年
乙
丑

秋
九
月
、
到
江
南
。
即
泰
定
二
年
也
。
雪
竇
過
冬
。
會
舊
友
金
珠
侍
者
於
中
巖
庵
。
同
往
淛
西
嘉
興
、
參
靈
石
和
尚
。

天
寧
過
年
。

＊

二
年
乙き

の
と

丑う
し

（
一
三
二
五
／
二
十
六
歳
／
入
元
）

秋
九
月
、
江
南
に
到
る
。
即
ち
（
元
の
）
泰
定
二
年
な
り
。
⑴
雪せ
つ

竇ち
よ
うに
冬
を
過
ご
す
。
旧
友
の
金
珠
侍
者
（
未
詳
）

に
、
⑵
中
巌
庵
に
会
す
。
同
じ
く
淛
（
浙
）
西
の
嘉
興
に
往
き
て
、
⑶
霊り
ん

石し
い

和
尚
に
参
ず
。
⑷
天
寧
に
年
を
過
ご
す
。

＊

⑴ 

雪
竇
＝
中
国
浙
江
省
に
あ
る
山
。
乳
峰
・
応
夢
山
と
も
。
四
明
山
の
支
脈
の
最
高
峰
。
山
中
に
雪
竇
資
聖
禅
寺
が
あ
る
。
晋
代
に
瀑
布

院
と
し
て
創
建
、
北
宋
の
咸
平
二
年
（
九
九
九
）、
雪
竇
資
聖
禅
寺
の
額
を
賜
わ
り
、
南
宋
で
十
刹
の
第
五
位
に
列
せ
ら
れ
た
。
雪
竇
重

顕
ら
が
住
し
た
。

⑵ 

中
巌
庵
＝
『
扶
桑
五
山
記
』
巻
一
、
雪
竇
山
の
境
致
に
「
中
巌
」
と
あ
る
。

⑶ 

霊
石
和
尚
＝
霊
石
如
芝
（
生
没
年
不
詳
）。
虚
堂
智
愚
の
法
嗣
。
嘉
興
府
（
浙
江
省
）
の
興
聖
寺
に
出
世
し
、
台
州
湧
泉
寺
、
嘉
興
府
本

覚
寺
に
移
り
、
杭
州
の
浄
慈
寺
に
勅
住
し
た
。

⑷ 

天
寧
＝
天
寧
寺
。
興
聖
寺
・
本
覚
寺
と
同
じ
く
嘉
興
府
に
あ
る
。

大
元
泰
定
三
年
丙
寅
〔
本
朝
嘉
暦
元
年
〕

春
、
挂
搭
呉
之
靈
巖
。
無
幾
往
建
康
、
見
古
林
和
尚
於
保
寧
。
遂
上
江
西
洪
州
、
西
山
雲
蓋
過
夏
、
發
瘧
。
冬
、
抵
雲

巖
挂
搭
。
見
濟
川
和
尚
。
時
龍
山
和
尚
在
單
寮
。
以
郷
之
尊
宿
、
朝
夕
參
扣
。
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＊

大
元
泰
定
三
年
丙ひ

の
え

寅と
ら

〔
本
朝
の
嘉
暦
元
年
〕（
一
三
二
六
／
二
十
七
歳
）

春
、
呉
の
⑴
霊
巌
に
挂か

搭と
う

す
。
幾
い
く
ば
くも
無の

う
し
て
建
康
に
往
き
て
、
⑵
古
林
和
尚
に
保
寧
に
見ま
み

ゆ
。
遂
に
江
西
の
洪
州

に
上
り
、
⑶
西
山
⑷
雲
蓋
に
夏げ

を
過
ご
し
、
瘧お
こ
りを
発
す
。
冬
、
⑸
雲
巌
に
抵い
た

っ
て
挂
搭
す
。
⑹
済
川
和
尚
に
見
ゆ
。
時

に
⑺
龍
山
和
尚
、
単
寮
に
在
り
。
郷
の
尊
宿
な
る
を
以
て
、
朝
夕
参さ
ん

扣こ
う

す
。

＊

⑴ 

霊
巌
＝
蘇
州
（
呉
）
に
あ
る
山
（
寺
）。

⑵ 

古
林
和
尚
＝
古
林
清
茂
（
一
二
六
二
～
一
三
二
九
）。
温
州
（
浙
江
省
）
楽
清
県
の
人
。
横
川
如
珙
の
法
嗣
。
平
江
府
（
江
蘇
省
）
白
雲

寺
・
開
元
寺
・
松
下
寺
、
饒
州
（
江
西
省
）
永
福
寺
、
建
康
府
（
江
蘇
省
）
保
寧
寺
な
ど
に
歴
住
。
天
暦
二
年
十
一
月
二
十
二
日
、
保

寧
寺
に
て
示
寂
、
世
寿
六
十
八
。
扶
宗
普
覚
仏
性
禅
師
。

⑶ 

西
山
＝
江
西
省
南
昌
府
（
洪
州
）
に
あ
る
山
で
、
翠
巌
寺
が
あ
る
。

⑷ 

雲
蓋
＝
南
昌
府
に
あ
る
山
で
、
龍
寿
禅
院
が
あ
る
。

⑸ 

雲
巌
＝
洪
州
分
寧
の
雲
巌
寺
。
死
心
悟
新
な
ど
が
住
し
た
寺
。

⑹ 

済
川
和
尚
＝
済
川
若
檝
（
生
没
年
不
詳
）。
中
巌
和
尚
が
書
い
た
、
龍
山
徳
見
（
次
注
を
参
照
）
の
伝
記
「
真
源
大
照
禅
師
行
状
」（『
東

海
一
漚
別
集
』〔
一
〇
八
〇
頁
〕）
に
、「（
龍
山
徳
見
）
分
寧
に
至
る
。
高
平
山
（
未
詳
）、
雲
巌
の
席
を
董た
だ

す
。
師
を
留
め
て
分
座
せ
し

む
。
平
山
、
黄
龍
に
遷う
つ

る
。
時
に
雲
巌
の
東
庵
を
以
て
師
に
付
す
。
養
高
の
所
と
為な

す
。
檝
済
川
、
雲
巌
を
補
処
す
。
師
と
厚
遇
た
り
。

復ま

た
命
じ
て
分
座
説
法
せ
し
む
」
と
あ
る
。
済
川
は
灯
史
類
に
見
え
ず
、
詳
伝
は
不
明
だ
が
、「
無
準
師
範
―
西
岩
了
慧
―
木
翁
若
訥
―

済
川
と
相
承
す
る
臨
済
宗
破
庵
派
の
人
」（『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』「
中
巌
円
月
」
項
）。
円
爾
弁
円
の
法
嗣
山
叟
慧
雲
に
宛
て
た
書
簡

（
重
文
・
常
盤
山
文
庫
蔵
）
が
伝
来
し
て
い
る
。



297

禅文化研究所紀要 第32号(平成25年12月）

⑺ 

龍
山
和
尚
＝
龍
山
徳
見
（
一
二
八
四
～
一
三
五
八
）。
下
総
の
人
。
寿
福
寺
の
寂
庵
上
昭
の
法
嗣
。
嘉
元
三
年
（
一
三
〇
五
）
入
元
、
観

応
元
年
（
一
三
五
〇
）、
在
元
四
十
五
年
に
し
て
帰
朝
（
入
元
・
帰
朝
の
年
次
に
は
異
説
あ
り
）。
建
仁
寺
三
十
五
世
・
南
禅
寺
二
十
四

世
・
天
龍
寺
六
世
。
延
文
三
年
十
一
月
十
三
日
示
寂
、
世
寿
七
十
五
。
真
源
大
照
禅
師
。
前
注
も
参
照
。

泰
定
四
年
丁
卯
〔
本
朝
嘉
暦
二
年
〕

夏
、
在
雲
巖
。
秋
、
歸
保
寧
、
再
參
古
林
和
尚
。
冬
、
往
呉
門
幻
住
過
年
。
中
絶
際
甚
温
顧
。

＊

泰
定
四
年
丁ひ

の
と

卯う

〔
本
朝
の
嘉
暦
二
年
〕（
一
三
二
七
／
二
十
八
歳
）

夏
、
雲
巌
に
在
り
。
秋
、
保
寧
に
帰
り
、
再
び
古
林
和
尚
に
参
ず
。
冬
、
呉
門
の
幻
住
に
往
き
て
年
を
過
ご
す
。
⑴

中
絶
際
、
甚は
な
はだ
温
顧
す
。

＊

⑴ 

中
絶
際
＝
絶
際
永
中
（
生
没
年
不
詳
）。
灯
史
類
に
は
見
え
な
い
が
、
中
峰
明
本
の
「
平
江
幻
住
庵
記
」（『
広
録
』
巻
二
十
二
）

に
、「
大
徳
庚
子
（
四
年
／
一
三
〇
〇
）、
余
、
呉
中
（
蘇
州
）
に
遊
ぶ
。（
郡
人
の
陸
徳
潤
か
ら
土
地
の
提
供
を
受
け
て
）
茅
を

結
ん
で
以
て
棲
み
（
三
年
を
過
ご
し
）、
絶○

際○

上
人
永○
中○

、
与と
も

に
庵
務
を
董た
だ

す
。（
庵
名
を
求
め
ら
れ
て
幻
住
庵
と
名
づ
け
た
）」

と
あ
る
。
呉
門
・
平
江
も
、
蘇
州
の
こ
と
。
中
巌
和
尚
に
、「
幻
住
の
中
絶
際
を
祭
る
」
文
（『
東
海
一
漚
集
』
巻
三
〔
九
八
七

頁
〕）
が
あ
る
。

泰
定
五
年
戊
辰
〔
本
朝
嘉
暦
三
年
〕

春
、
起
呉
門
、
夏
、
過
道
場
。
時
東
陵
雪
村
居
四
禪
。
秋
、
往
淨
慈
、
再
參
雪雲

巖
和
尚
、
挂
錫
過
冬
。
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＊

泰
定
五
年
戊

つ
ち
の
え

辰た
つ

〔
本
朝
の
嘉
暦
三
年
〕（
一
三
二
八
／
二
十
九
歳
）

春
、
呉
門
を
起た

っ
て
、
夏
、
⑴
道
場
に
過
ご
す
。
時
に
⑵
東と
う

陵り
ん
⑶
雪
村
、
四
禅
（
寮
舎
の
名
か
）
に
居
す
。
秋
、
⑷
浄ジ
ン

慈ズ

に
往
き
て
、
再
び
⑸
雲
巌
和
尚
に
参
じ
て
、
挂か

錫し
や
くし
て
冬
を
過
ご
す
。

＊

⑴ 

道
場
＝
浙
江
省
湖
州
に
あ
る
山
。
山
中
に
十
刹
第
二
位
の
護
聖
万
寿
寺
（
一
名
、
道
場
寺
）
が
あ
る
。

⑵ 

東
陵
＝
東
陵
永
璵
（
一
二
八
五
～
一
三
六
五
）。
曹
洞
宗
宏
智
派
。
四
明
（
浙
江
省
）
の
人
。
雲
外
雲
岫
の
法
嗣
。
観
応
二
年

（
一
三
五
一
）
来
朝
。
天
龍
寺
三
世
・
南
禅
寺
二
十
三
世
・
建
長
寺
三
十
一
世
・
円
覚
寺
二
十
六
世
。
貞
治
四
年
五
月
六
日
示
寂
、
世
寿

八
十
一
。
妙
応
光
国
慧
海
慈
済
禅
師
。

⑶ 

雪
村
＝
雪
村
友
梅
（
一
二
九
〇
～
一
三
四
六
）。
越
後
の
人
。
一
山
一
寧
の
法
嗣
。
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
入
元
、
元
徳
元
年

（
一
三
二
九
）
帰
朝
。
建
仁
寺
三
十
世
。
貞
和
二
年
十
二
月
二
日
示
寂
、
世
寿
五
十
七
。
宝
覚
真
空
禅
師
。
在
元
中
、
雪
村
は
、
道
場
山

の
叔
し
ゆ
く

平ひ
ん

□
隆
に
参
じ
、
蔵
主
と
な
り
、
秉
払
を
遂
げ
て
い
る
。

⑷ 

浄
慈
＝
浙
江
省
杭
州
銭
塘
の
南
屏
山
（
南
山
）
に
あ
る
寺
。
五
山
第
四
位
。

⑸ 

雲
巌
和
尚
＝
玉
村
竹
二
先
生
は
、
済
川
若
檝
（
二
〇
頁
注
⑹
を
参
照
）
の
こ
と
と
し
て
お
ら
れ
る
。「
そ
の
秋
、
浄
慈
に
赴
き
、
同
寺
住

持
済
川
若
檝
に
参
じ
た
。
嘗
て
雲
巌
寺
に
於
て
そ
の
会
下
に
在
っ
た
の
で
、
こ
の
度
は
再
参
で
あ
る
」（『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』「
中
巌

円
月
」
項
）。
底
本
・
版
本
は
「
雪
巌
」
で
、『
延
宝
伝
灯
録
』
巻
六
の
中
巌
和
尚
伝
も
「
雪
巌
欽
於
浄
慈
」
だ
が
、
雪
巌
祖
欽
は
至
元

二
十
四
年
（
一
二
八
七
）
の
示
寂
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
な
誤
り
。『
類
従
本
』
は
、「
雲
」
で
、
正
し
い
。

元
文
宗
天
暦
元二

年
己
巳
〔
本
朝
元
徳
元
年
〕
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春
、
起
錢
塘
入
閩
。
以
倭
舶
在
長
樂
、
故
不
住
閩
中
、
即
旋
江
西
、
再
訪
龍
山
和
尚
過
夏
。
往
武
昌
。
爲
救
不
聞
難

也
。
不
聞
既
脱
難
后
、
復
回
江
西
東
林
、
參
古
林
和
尚
。
請
書
記
不
受
。
冬
、
抵
百
丈
。
是
歳
大
荒
。

＊

元
の
文
宗
天
暦
二
年
己

つ
ち
の
と

巳み

〔
本
朝
の
元
徳
元
年
〕（
一
三
二
九
／
三
十
歳
）

⑴
春
、
銭
塘
（
浄
慈
寺
）
を
起た

っ
て
閩び
ん

に
入
る
。
倭
舶
の
長
楽
に
在
る
を
以
て
、
故
に
閩
中
に
住ト
ド

ま
ら
ず
、
即
ち
江

西
に
旋カ

エ

り
、
再
び
龍
山
和
尚
を
訪
う
て
夏げ

を
過
ご
す
。
武
昌
に
往
く
。
⑵
不
聞
の
難
を
救
わ
ん
が
為
な
り
。
不
聞
、

既
に
難
を
脱の

が

れ
て
后の
ち

、
復ま

た
江
西
の
⑶
東
林
に
回か
え

っ
て
、
古
林
和
尚
に
参
ず
。
書
記
に
請
ず
れ
ど
も
受
け
ず
。
冬
、

⑷
百
丈
に
抵い
た

る
。
是
の
歳
、
大
い
に
荒ウ
エ

す
。

＊

⑴ 

春
、
起
錢
塘
入
閩
。
…
…
即
旋
江
西
＝
玉
村
竹
二
先
生
は
こ
こ
の
件く
だ
りを
、「
帰
国
し
よ
う
と
し
て
、
日
本
船
が
長
楽
に
在
る
と
い
う
の
で
、

同
地
に
赴
い
た
が
、
帰
国
を
果
せ
ず
、
江
西
の
雲
巌
寺
に
帰
り
…
…
」（『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』「
中
巌
円
月
」
項
）
と
解
し
て
お
ら
れ

る
が
、
底
本
・
版
本
の
句
読
に
従
え
ば
、
先
生
の
解
と
は
全
く
逆
で
、「
閩
（
福
建
省
）
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
同
地
の
長
楽
の
港
に
日
本

船
が
停
泊
し
て
い
た
の
で
、（
日
本
人
に
会
い
た
く
な
か
っ
た
の
か
、
帰
国
を
迫
ら
れ
る
と
思
っ
た
の
か
、
何
ら
か
の
理
由
で
）
閩
に
留

ま
ら
ず
、
即す
ぐ

に
江
西
の
雲
巌
寺
に
帰
っ
た
」
と
読
む
の
が
自
然
で
あ
る
。

⑵ 

不
聞
難
＝
不
聞
は
、
中
巌
和
尚
と
共
に
入
元
し
た
不
聞
契
聞
（
一
五
頁
注
⑴
を
参
照
）
の
こ
と
。「
難
」
と
い
う
の
は
、
あ
る
日
、
不
聞

が
、
浙
江
省
の
銭
塘
江
を
散
歩
し
て
い
る
と
、
官
吏
か
ら
、
異
域
人
と
し
て
捕
ら
え
ら
れ
、
湖
北
省
武
昌
に
送
ら
れ
た
が
、
高
昌
王
子

か
ら
助
け
ら
れ
て
難
を
逃
れ
た
こ
と
。
詳
し
く
は
、『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』「
不
聞
契
聞
」
項
を
参
照
。

⑶ 

東
林
＝
廬
山
の
東
林
寺
。
東
晋
の
慧
遠
が
白
蓮
社
を
結
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
古
林
が
、
東
林
寺
に
住
し
た
記
録
を
見
な
い
。

⑷ 

百
丈
＝
江
西
省
の
百
丈
山
大
智
寿
聖
禅
寺
。
百
丈
懐
海
が
開
創
し
、『
百
丈
清
規
』
を
編
纂
し
た
。
時
の
住
持
は
東
陽
徳て

輝ひ

（
三
二
頁
注
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⑼
を
参
照
）。
中
巌
和
尚
は
、
四
十
歳
に
し
て
東
陽
に
嗣
法
香
を
焚
い
た
。

至
順
元
年
庚
午
〔
本
朝
元
徳
二
年
〕

梁
王
再
登
皇
帝
位
。
后
稱
文
宗
也
。
予
三
十
一
歳
。
夏
五
月
、
掌
書
記
。
建
天
下
師
表
閣
。
作
上
梁
文
。
至
節
秉
拂
后

解
職
。
借
路
廬
阜
、
訪
龍
巖
柏
壑
二
老
。
過
鄱
湖
、
參
竺
田
和
尚
於
永
福
過
歳
。

＊

至
順
元
年
庚か

の
え

午う
ま

〔
本
朝
の
元
徳
二
年
〕（
一
三
三
〇
／
三
十
一
歳
）

梁
王
、
再
び
皇
帝
の
位
に
登
る
。
后
、
文
宗
と
称
す
。
予
、
三
十
一
歳
。
夏
五
月
、
書
記
を
掌
つ
か
さ
どる
。
⑴
天
下
師
表

の
閣
を
建
つ
。
⑵
上
梁
の
文
を
作
る
。
⑶
至
節
秉ひ
ん

払ぽ
つ

し
て
后
、
職
を
解
く
。
路
を
廬
阜
（
廬
山
）
に
借
り
て
、
⑷
龍
巌

⑸
柏
壑
の
二
老
を
訪
う
。
鄱ハ

湖こ

（
鄱
陽
湖
／
江
西
省
北
境
）
を
過
ぎ
て
、
⑹
竺
田
和
尚
に
⑺
永
福
に
参
じ
て
歳
を
過
ご

す
。

＊

⑴ 

天
下
師
表
閣
＝
百
丈
山
大
智
寿
聖
禅
寺
の
法
堂
の
上
に
、
屋
を
重
ね
て
建
て
ら
れ
た
閣
。
中
に
百
丈
禅
師
の
遺
像
を
祀
る
。『
勅
修
百
丈

清
規
』
の
付
録
に
載
せ
る
「
百
丈
山
天
下
師
表
閣
記
」
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
の
六
月
に
工
を
始
め
、
十
月
に
完
成
し
た
。「
東
陽
徳
輝
、

（
百
丈
）
禅
師
よ
り
十
八
代
の
孫
な
る
を
以
て
、
嗣つ

い
で
是
の
山
（
百
丈
山
）
に
住
す
。
既
に
し
て
新
た
に
演
法
の
堂
を
作な

す
。
且
つ
増

す
に
重
屋
を
其
の
上
に
創
め
て
、
以
て
禅
師
の
遺
像
を
妥お

く
」。

⑵ 

上
梁
文
＝
「
百
丈
法
堂
上
梁
文
〔
上
有
師
表
閣
〕」（『
東
海
一
漚
集
』
巻
二
〔
九
五
六
頁
〕）。

⑶ 

至
節
秉
払
＝
「
秉
払
」
は
、
住
持
に
代
わ
っ
て
説
法
す
る
こ
と
。
結
夏
・
解
夏
・
冬
至
・
元
旦
の
四
節
に
行
な
わ
れ
た
。「
至
節
」
は
、

冬
至
の
こ
と
。
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⑷ 

龍
巌
＝
龍
巌
徳
真
（
生
没
年
不
詳
）。
雲
峰
妙
高
（
大
慧
派
、
一
二
一
九
～
一
二
九
三
）
の
法
嗣
。
清
拙
正
澄
の
在
元
中
の
詩
文
集
『
禅

居
集
』
に
、「
廬
山
龍
巌
真
首
座
」
と
見
え
、
他
の
五
山
文
学
作
品
も
、
す
べ
て
首
座
と
呼
ぶ
。「
龍
巌
の
真
首
座
、
諸
方
、
屡し
ば

し
ば
聘ま
ね

け
ど
も
肯あ

え
て
世
に
応
ぜ
ず
。
嘗か
つ

て
『
我
閑
歌
』
を
作
る
。
曰
く
、『
即
心
是
仏
、
無
心
是
道
。
…
…
』」（『
増
集
続
伝
灯
録
』
巻
四
）。

灯
史
類
で
は
法
諱
一
字
不
明
で
あ
る
が
、
根
津
美
術
館
に
、
無
夢
一
清
（
五
三
頁
注
⑴
を
参
照
）
に
与
え
た
「
道
号
偈
」（
重
文
）
が
蔵

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
署
名
で
、「
徳
真
」
と
分
か
る
。

⑸ 

柏
壑
＝
こ
の
『
自
暦
譜
』
と
、『
延
宝
伝
灯
録
』
巻
六
の
中
巌
和
尚
伝
に
見
え
る
の
み
。
或
い
は
、「
松
壑
」
の
誤
写
か
。
前
注
に
引
用

し
た
『
禅
居
集
』
に
、「
題
松○

壑○

椿
首
座
。
和
龍
巌
首
座
韻
」
が
あ
る
。「
友
人
松
壑
首
座
、
参
と
学
と
倶と
も

に
其
の
妙
に
臻い
た

る
。
早
に
悦

堂
の
誾ぎ
ん

和
尚
（
祖
誾
、
大
慧
派
、
一
二
三
四
～
一
三
〇
八
）
に
、
東
林
・
霊
隠
に
従
い
、
暦あ
ま
ねく
清
要
に
登
る
。
今
、
東
林
（
廬
山
）
に

隠
る
。
龍
巌
の
真
・
楚
石
の
瓊
と
、
皆
な
名
、
叢
林
に
冠
た
り
」。

⑹ 

竺
田
和
尚
＝
竺
田
悟
心
（
生
没
年
不
詳
）。
清
拙
正
澄
と
同
じ
く
、
愚
極
智
慧
の
法
嗣
。「
杭
州
霊
隠
の
竺
田
悟
心
禅
師
。
初
め
南
康
の

天
寧
に
住
し
、
廬
山
の
羅
漢
に
遷う
つ

り
、
栖
賢
（
廬
山
）
に
転
じ
、
円
通
（
廬
山
）
に
至
る
。
後
、
霊
隠
に
升の
ぼ

る
」（『
増
集
続
伝
灯
録
』

巻
五
）。
竺
田
の
墨
跡
は
比
較
的
多
く
伝
来
し
て
い
る
が
、
中
巌
和
尚
に
与
え
た
「
送
別
偈
」（
重
文
・
正
木
美
術
館
蔵
）
は
特
に
著
名
。

但
し
、
そ
の
年
次
は
、「
泰
定
四
年
丁
卯
（
一
三
二
七
）
八
月
十
五
日
」
と
書
か
れ
て
お
り
、『
自
暦
譜
』
と
食
い
違
う
が
、
こ
の
年
は
、

再
参
と
い
う
こ
と
か
。

⑺ 

永
福
＝
永
福
寺
。
鄱
陽
湖
の
畔
に
あ
る
。

同
二
年
辛
未
〔
本
朝
元
弘
元
年
〕

春
、
到
金
華
、
夏
於
雙
林
。
秋
、
到
智
者
歸
蒙
堂
。

＊
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同
二
年
辛か
の
と

未ひ
つ
じ〔
⑴
本
朝
の
元
弘
元
年
〕（
一
三
三
一
／
三
十
二
歳
）

春
、
金
華
に
到
り
、
⑵
双
林
に
夏げ

す
。
秋
、
⑶
智
者
に
到
っ
て
⑷
蒙
堂
に
帰
す
。

＊

⑴ 
本
朝
元
弘
元
年
＝
『
類
従
本
』
は
、「
本
朝
光
厳
院
践
祚
元
弘
元
年
也
」。
底
本
・
版
本
は
、
光
厳
天
皇
の
践
祚
を
次
年
に
記
す
が
、『
類

従
本
』
が
正
し
い
。

⑵ 

双
林
＝
浙
江
省
金
華
府
の
雲
黄
山
に
あ
る
寺
。
宝
林
寺
と
も
言
う
。
十
刹
第
八
位
。

⑶ 

智
者
＝
同
じ
く
金
華
府
に
あ
る
山
（
寺
）。

⑷ 

蒙
堂
＝
『
易
』
蒙
卦
彖た
ん

の
「
蒙
は
以
て
正
を
養
う
、
聖
の
功
な
り
」
を
借
り
て
命
名
さ
れ
た
も
の
で
、
寺
院
の
役
位
の
職
を
辞
し
た
も

の
が
居
す
所
。
中
巌
和
尚
は
、
百
丈
山
で
書
記
と
な
り
、
秉ひ
ん

払ぽ
つ

も
終
え
て
い
る
。

元
仁
宗
三
年
壬
申
〔
本
朝
光
嚴
院
踐
祚
。
正
慶
元
年
〕

春
、
歸
南
屏
。
領
郷
人
訥
大
辨
上
徑
山
。
過
霅
再
往
閶
門
。
幻
住
老
人
絶
際
既
逝
。
作
文
祭
之
。
夏
初
、
偕
玄
一
峰
過

淛
東
、
乘
倭
舶
歸
郷
。
在
顯
孝
寺
過
夏
經
冬
。
即
日
本
正
慶
元
年
也
。

＊

元
の
仁
宗
（
文
宗
／
至
順
）
三
年
壬
み
ず
の
え

申さ
る

〔
⑴
本
朝
、
光
厳
院
践
祚
。
正
慶
元
年
〕（
一
三
三
二
／
三
十
三
歳
／
帰
朝
）

春
、
南な

ん

屏ぺ
い

（
浄
慈
寺
）
に
帰
る
。
郷
人
⑵
訥と

つ

大だ
い

弁べ
ん

を
領
じ
て
⑶
径き

ん

山ざ
ん

に
上
る
。
⑷
霅と

う

に
過よ

ぎ
り
、
再
び
⑸

閶し
よ
う

門も
ん

に
往

く
。
⑹
幻
住
老
人
絶
際
、
既
に
逝
す
。
⑺
文
を
作
っ
て
之
れ
を
祭
る
。
夏
の
初
め
、
⑻
玄
一
峰
に
偕
と
も
な

っ
て
淛
（
浙
）
東

に
過よ

ぎ
り
、
倭
舶
に
乗
じ
て
郷
に
帰
ら
ん
と
す
。
⑼
顕
孝
寺
に
在
っ
て
夏
を
過
ご
し
冬
を
経ふ

。
⑽
即
ち
日
本
の
正
慶

元
年
な
り
。
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＊

⑴ 
本
朝
光
厳
院
践
祚
。
正
慶
元
年
＝
『
類
従
本
』
は
、「
本
朝
元
弘
二
年
」。
翌
年
の
「
正
慶
二
年
」
も
、「
元
弘
三
年
」。
こ
れ
は
、
南
北

朝
の
年
号
の
違
い
だ
け
だ
が
、
光
厳
天
皇
の
践
祚
は
、
前
年
の
注
⑴
に
記
し
た
通
り
、『
類
従
本
』
が
正
し
い
。

⑵ 

訥
大
弁
＝
大
弁
正
訥
（
生
没
年
不
詳
）。『
延
宝
伝
灯
録
』
巻
三
十
三
に
、「
相
州
万
寿
大
弁
正
訥
禅
師
〔
耕
雲
の
原
に
嗣
ぐ
、
原
は
西
澗

の
雲
に
嗣
ぐ
〕」
と
立
て
、「
賀
釈
書
入
蔵
偈
」
を
一
首
載
せ
る
以
外
は
、
詳
細
不
明
。

⑶ 

径
山
＝
浙
江
省
杭
州
に
あ
る
山
。
双
山
と
も
。
五
山
第
一
位
の
能
仁
興
聖
万
寿
禅
寺
が
あ
る
。

⑷ 

霅
＝
浙
江
省
湖
州
の
川
の
名
前
。
霅
川
・
霅
渓
な
ど
と
言
う
。

⑸ 

閶
門
＝
蘇
州
府
呉
県
城
の
西
北
の
門
。

⑹ 

幻
住
老
人
絶
際
＝
絶
際
永
中
（
二
〇
頁
注
⑴
を
参
照
）。

⑺ 

文
＝
「
幻
住
の
中
絶
際
を
祭
る
」
文
（『
東
海
一
漚
集
』
巻
三
〔
九
八
七
頁
〕）。

⑻ 

玄
一
峰
＝
一
峰
通
玄
（
生
没
年
不
詳
）。
東
福
寺
の
天
柱
宗
昊
の
法
嗣
。
帰
朝
後
、
京
都
普
門
寺
、
出
雲
安
国
寺
に
住
し
た
。
詳
し
く

は
、『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
を
参
照
。

⑼ 

顕
孝
寺
＝
神
感
山
。
闡
提
正
具
（
一
五
頁
注
⑶
を
参
照
）
の
開
創
。
諸
山
。
筑
前
多
々
良
に
あ
っ
た
。
現
、
廃
寺
。

⑽ 

即
日
本
正
慶
元
年
也
＝
版
本
に
は
な
い
。『
類
従
本
』
に
は
あ
る
が
、「
即
日
本
元
弘
二
年
也
」
に
作
る
。

正
慶
二
年
癸
酉

予
三
十
四
歳
。
夏
五
月
、
關
東
亡
。
時
予
在
豐
後
萬
壽
西
方
丈
。
秋
歸
博
多
。
冬
、
隨
大
友
江
州
上
京
。
在
南
禪
明
極

和
尚
會
下
歸
蒙
堂
。
作
原
民
原
僧
二
篇
、
上
表
以
聞
。
十
二
月
三
日
、
江
州
薨
。

＊
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正
慶
二
年
癸
み
ず
の
と

酉と
り

（
一
三
三
三
／
三
十
四
歳
）

予
、
三
十
四
歳
。
夏
五
月
、
関
東
（
鎌
倉
幕
府
）
亡ほ
ろ

ぶ
。
時
に
予
、
豊
後
⑴
万
寿
の
西
方
丈
に
在
り
。
秋
、
博
多
に

帰
る
。
⑵
冬
、
⑶
大
友
江
州
に
随
っ
て
京
に
上
る
。
南
禅
の
⑷
明み
ん

極き

和
尚
の
会え

下か

に
在
っ
て
蒙
堂
に
帰
す
。
⑸
『
原
民
』

⑹
『
原
僧
』
の
二
篇
を
作
っ
て
、
上
表
し
て
以い

聞ぶ
ん

す
。
十
二
月
三
日
、
江
州
薨
ず
。

＊

⑴ 

万
寿
＝
蒋
山
万
寿
寺
（
一
八
頁
注
⑷
を
参
照
）。

⑵ 

冬
＝
底
本
と
『
類
従
本
』
に
は
あ
る
が
、
版
本
は
脱
し
て
い
る
。

⑶ 

大
友
江
州
＝
大
友
貞
宗
（
一
八
頁
注
⑵
を
参
照
）。

⑷ 

明
極
和
尚
＝
明
極
楚
俊
（
一
二
六
二
～
一
三
三
六
）。
慶
元
府
（
浙
江
省
）
の
人
。
霊
隠
寺
の
虎
巌
浄
伏
の
法
嗣
。
元
徳
元
年

（
一
三
二
九
）、
竺
仙
梵
僊
ら
と
共
に
来
朝
。
建
長
寺
二
十
二
世
・
南
禅
寺
十
三
世
・
建
仁
寺
二
十
四
世
。
摂
津
に
広
厳
寺
（
諸
山
）
を

開
創
。
建
武
三
年
九
月
二
十
七
日
、
建
仁
寺
方
丈
に
て
示
寂
、
世
寿
七
十
五
。
仏
日
燄
慧
禅
師
。

⑸ 

原
民
＝
「
原
民
篇
」（『
東
海
一
漚
集
』
巻
三
〔
九
八
〇
頁
〕）。

⑹ 

原
僧
＝
「
原
僧
篇
」（『
東
海
一
漚
集
』
巻
三
〔
九
八
一
頁
〕）。

後
醍
醐
天
皇
再
祚
。
建
武
元
年
甲
戌

春
、
歸
圓
覺
。
作
中
正
子
十
篇
。

＊

後
醍
醐
天
皇
再
祚
。
建
武
元
年
甲き

の
え

戌い
ぬ

（
一
三
三
四
／
三
十
五
歳
）

春
、
円
覚
に
帰
る
。
⑴
『
中
正
子
』
十
篇
を
作
る
。
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＊

⑴ 
中
正
子
＝
外
篇
六
篇
（
叙
篇
・
仁
義
篇
・
方
円
篇
・
経
権
篇
・
革
解
篇
・
治
暦
篇
）、
内
篇
四
篇
（
性
情
篇
・
死
生
篇
・
戒
定
慧
篇
・
問

禅
篇
）、
合
わ
せ
て
十
篇
か
ら
成
る
中
巌
和
尚
の
代
表
的
著
作
（『
東
海
一
漚
集
』
巻
四
〔
九
九
六
頁
〕）。「
中
正
子
」
は
、
中
巌
和
尚
の

自
称
。「
甲
申
春
季　

円
月
書
」
の
「
跋
」
が
あ
り
、
本
年
よ
り
十
年
後
の
康
永
三
年
（
一
三
四
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。

二
年
乙
亥

予
三
十
六
歳
。
春
正
月
、
東
明
和
尚
請
予
以
歸
後
版
。
固
辭
。
夏
後
、
東
明
稱
退
寺
無
粮
。
大
川
住
圓
覺
。
亦
請
歸
後

版
。
又
不
受
。
八
月
、
東
明
和
尚
、
以
聖
旨
住
建
長
。
予
參
隨
。
而
方
遷
後
版
。

＊

二
年
乙き

の
と

亥い

（
一
三
三
五
／
三
十
六
歳
）

予
、
三
十
六
歳
。
春
正
月
、
⑴
東
明
和
尚
、
予
を
請
じ
て
以
て
⑵
後こ
う

版は
ん

に
帰
せ
し
む
。
固
辞
す
。
夏
後
、
東
明
、「
⑶

退
寺
、
粮
無
し
」
と
称
す
。
⑷
大
川
、
円
覚
に
住
す
。
亦
た
請
じ
て
後
版
に
帰
せ
し
む
。
又
た
受
け
ず
。
八
月
、
東

明
和
尚
、
聖
旨
を
以
て
建
長
に
住
す
。
予
、
参
随
す
。
而
し
て
方ま

さ

に
後
版
に
遷う
つ

る
。

＊

⑴ 

東
明
和
尚
＝
東
明
慧
日
（
一
一
頁
注
⑷
を
参
照
）。

⑵ 

後
版
＝
五
山
で
は
、
後
版
首
座
と
前
版
首
座
と
を
置
き
、
首
座
は
吹
嘘
さ
れ
て
秉
払
を
行
な
い
、
後
に
十
刹
の
公
帖
を
受
け
て
西
堂
職

と
な
る
。

⑶ 

退
寺
無
粮
＝
意
味
が
つ
か
め
な
い
。

⑷ 

大
川
＝
大
川
道
通
（
一
二
六
五
～
一
三
三
九
）。
建
長
寺
の
大
休
正
念
の
法
嗣
。
円
覚
寺
十
七
世
。
暦
応
二
年
（
元
年
と
も
）
一
月
、
建
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長
寺
の
請
を
受
け
た
が
、
未
だ
視
篆
に
及
ば
ず
し
て
俄
然
と
し
て
病
を
示
し
、
二
月
一
日
（
二
日
と
も
）
示
寂
、
世
寿
七
十
五
。
三
二

頁
注
⑷
も
参
照
。

延
元
元
年
丙
子

夏
、
歸
圓
覺
。
秋
、
住
宇
都
宮
。
冬
、
抵
常
州
鹿
嶋
。
借
榻
安
坊
寺
。
又
避
亂
至
相
馬
、
居
龍
澤
庵
。

＊

⑴
延
元
元
年
丙ひ
の
え

子ね

（
一
三
三
六
／
三
十
七
歳
）

夏
、
円
覚
に
帰
る
。
秋
、
宇
都
宮
に
住
す
。
冬
、
常
州
の
鹿
嶋
に
抵い
た

る
。
榻と
う

を
安
坊
寺
（
不
詳
）
に
借
る
。
又
た
乱

を
避
け
て
相
馬
に
至
り
、
⑵
龍
沢
庵
に
居
す
。

＊

⑴ 

延
元
元
年
丙
子
＝
『
類
従
本
』
は
、「
三
年
丙
子
〔
後
伏
見
天
皇
第
二
皇
子
践
祚
。
乃
光
明
院
也
〕」。
底
本
・
版
本
は
、
光
明
天
皇
の
践

祚
を
次
年
に
記
す
が
、『
類
従
本
』
が
正
し
い
。

⑵ 

龍
沢
庵
＝
康
安
元
年
（
一
三
六
一
）
の
記
事
（
四
七
頁
）
に
は
、
龍
沢
寺
と
あ
る
。
福
島
県
相
馬
市
。
現
、
廃
寺
。
中
巌
和
尚
に
、「
住

相
馬
龍
沢
禅
寺
語
録
」
あ
り
。
な
お
『
類
従
本
』
は
、「
立
沢
庵
」
に
作
る
。
底
本
の
欄
外
注
記
に
、「
立
、
当ま
さ

に
龍
に
作
る
べ
し
（
立

当
作
龍
）」
と
あ
り
、
金
地
院
に
あ
っ
た
大
本
の
『
自
暦
譜
』
は
、「
立
」
だ
っ
た
か
。

光
明
院
踐
祚
。
延
元
二
年
丁
丑

春
、
歸
建
長
。
源
將
軍
自
筑
紫
歸
鎭
京
師
。
大
友
吏
部
、
以
乃
祖
墳
藤
谷
請
住
。
冬
、
淨
智
竺
僊
和
尚
、
以
舊
交
之

厚
、
因
請
予
歸
前
版
。
時
三
十
八
歳
。
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＊

⑴
光
明
院
践
祚
。
延
元
二
年
丁ひ
の
と

丑う
し

（
一
三
三
七
／
三
十
八
歳
）

⑵
春
、
建
長
に
帰
る
。
源
将
軍
（
足
利
尊
氏
）、
筑
紫
よ
り
帰
っ
て
京
師
を
鎮
す
。
⑶
大
友
吏り

部ぶ

、
乃だ
い

祖そ

（
祖
先
）
の
⑷

藤ふ
じ
が
や
つ
谷
に
墳
す
る
を
以
て
住
せ
ん
こ
と
を
請
う
。
冬
、
浄
智
の
⑸
竺
僊
和
尚
、
旧
交
の
厚
き
を
以
て
、
⑹
因よ

っ
て
予
を

請
じ
て
⑺
前
版
に
帰
せ
し
む
。
時
に
三
十
八
歳
。

＊

⑴ 

光
明
院
践
祚
。
延
元
二
年
丁
丑
＝
『
類
従
本
』
は
、「
四
年
丁
丑
」。
光
明
天
皇
の
践
祚
は
、
前
年
の
注
⑴
に
記
し
た
通
り
、『
類
従
本
』

が
正
し
い
。

⑵ 

春
、
帰
建
長
＝
底
本
に
は
な
い
が
、
版
本
・『
類
従
本
』
に
よ
っ
て
補
っ
た
。

⑶ 

大
友
吏
部
＝
大
友
氏
泰
（
一
三
二
一
～
一
三
六
二
）。
貞
宗
（
一
八
頁
注
⑵
を
参
照
）
の
五
男
。
大
友
氏
第
七
代
当
主
。
正
平
十
七
年

十
一
月
三
日
死
去
、
年
四
十
二
。「
吏
部
」
は
、
式
部
の
唐
名
。
氏
泰
は
式
部
丞
と
名
乗
っ
た
。
九
州
落
ち
し
た
足
利
尊
氏
を
全
面
的
に

支
援
。
多
々
良
浜
の
合
戦
で
菊
池
武
敏
を
破
り
、
そ
の
功
に
よ
り
、
豊
後
の
他
に
、
肥
前
・
豊
前
・
日
向
の
守
護
に
任
じ
ら
れ
た
。

⑷ 

藤
谷
＝
中
巌
和
尚
に
、「
藤
谷
山
崇
福
禅
庵
語
録
」
あ
り
。
藤
谷
は
、
扇
ガ
谷
の
支
谷
。
崇
福
禅
庵
は
未
詳
。

⑸ 

竺
僊
和
尚
＝
竺
仙
梵
僊
（
一
二
九
二
～
一
三
四
八
）。
明
州
（
浙
江
省
）
の
人
。
古
林
清
茂
の
法
嗣
。
元
徳
元
年
（
一
三
二
九
）、
明
極

楚
俊
ら
と
共
に
来
朝
。
鎌
倉
五
山
浄
智
寺
住
・
南
禅
寺
十
六
世
・
建
長
寺
十
八
世
。
貞
和
四
年
七
月
十
六
日
示
寂
、
世
寿
五
十
七
。

⑹ 

因
請
予
帰
前
版
＝
『
類
従
本
』
は
、「
予
」
を
「
俾
」
に
作
る
。
訓
読
は
、「
因
っ
て
請
じ
て
前
版
に
帰
せ
し
む
」
と
な
る
。

⑺ 

前
版
＝
前
版
首
座
。
二
八
頁
注
⑵
を
参
照
。

暦
應
元
年
戊
寅
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結
夏
秉
拂
、
秋
解
職
。
下
浰
根
莊
。
冬
居
建
長
蘸
碧
。
時
竺
僊
欲
謝
淨
智
事
。

＊

暦
応
元
年
戊

つ
ち
の
え

寅と
ら

（
一
三
三
八
／
三
十
九
歳
）

⑴
結け
つ

夏げ

秉ひ
ん

払ぽ
つ

し
て
、
秋
、
職
を
解
く
。
⑵
浰リ
コ
ン
ノ根
荘し
よ
うに
下
る
。
冬
、
建
長
の
⑶
蘸さ
ん

碧ぺ
き

に
居
す
。
時
に
竺
僊
、
浄
智
の
事
を

謝
せ
ん
と
欲
す
。

＊

⑴ 

結
夏
秉
払
＝
四
月
十
五
日
、
夏
安
居
結
制
始
ま
り
で
の
秉
払
。
七
月
十
五
日
、
解
夏
。
二
三
頁
注
⑶
・
二
八
頁
注
⑵
を
参
照
。

⑵ 

浰
根
荘
＝
上
野
利
根
荘
。
三
二
頁
注
⑺
を
参
照
。

⑶ 

蘸
碧
＝
建
長
寺
庭
園
の
池
を
「
蘸
碧
池
」
と
言
い
、『
扶
桑
五
山
記
』
に
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
庵
院
や
寮
舎
的
な
も
の
は
不
詳
。

二
年
己
卯

春
、
東
明
和
尚
又
請
以
前
版
。
固
辭
。
及
乎
被
逼
、
棄
而
上
京
。
東
明
和
尚
亦
退
建
長
。
復
欲
因
予
奏
聞
、
得
淨
智
養

閑
。
予
到
臨
川
禮
夢
窓
國
師
。
又
上
三
條
殿
。
皆
爲
東
明
和
尚
求
淨
智
也
。
天
龍
既
得
淨
智
命
。
國
師
欲
以
淨
妙
爲
東

明
和
尚
養
閑
所
。
時
聞
圓
覺
大
川
訃
。
大
川
素
得
建
長
命
。
然
俄
亡
矣
。
建
長
更
無
可
主
人
。
故
以
三
條
殿
鈞
命
、
固

請
東
明
歸
鎭
。
予
既
得
國
師
及
三
條
殿
手
帖
歸
關
東
、
請
白
雲
師
歸
建
長
。
夏
、
在
藤
谷
安
衆
。
冬
、
下
上
州
利
根
剏

吉
祥
寺
。
十
二
月
初
三
、
追
薦
江
州
陞
座
次
、
表
法
嗣
百
丈
老
師
之
意
。
既
上
鎌
倉
。
洞
宗
之
徒
、
憤
然
欲
害
予
。
時

不
聞
在
京
。
別
源
東
白
和
會
無
事
而
已
。

＊

二
年
己

つ
ち
の
と

卯う

（
一
三
三
九
／
四
十
歳
）
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春
、
東
明
和
尚
、
又
た
請
ず
る
に
前
版
を
以
て
す
。
固
辞
す
。
逼せ
ま

ら
る
る
に
及
ん
で
、
棄す

て
て
京
に
上
る
。
東
明
和

尚
も
亦
た
建
長
を
退
く
。
復ま

た
予
に
因よ

っ
て
奏
聞
し
、
浄
智
を
得
て
閑
を
養
わ
ん
と
欲
す
。
予
、
⑴
臨
川
に
到
っ
て

夢
窓
国
師
を
礼
す
。
又
た
⑵
三
条
殿
に
上
る
。
皆
な
東
明
和
尚
の
、
浄
智
を
求
む
る
が
為
な
り
。
⑶
天
龍
、
既
に
浄

智
の
命
を
得
た
り
。
国
師
、
浄
妙
を
以
て
東
明
和
尚
の
、
閑
を
養
う
所
と
為な

さ
ん
と
欲
す
。
時
に
円
覚
⑷
大
川
の
訃

を
聞
く
。
大
川
、
素も

と

よ
り
建
長
の
命
を
得
た
り
。
然し
か

れ
ど
も
俄に
わ

か
に
亡
ず
。
建
長
、
更
に
主
つ
か
さ
どる
可べ

き
人
無
し
。
故
に

三
条
殿
の
鈞き

ん

命め
い

を
以
て
、
固
く
東
明
を
請
じ
て
帰き

鎮ち
ん

せ
し
む
。
予
、
既
に
国
師
、
及
び
三
条
殿
の
手し
ゅ

帖ち
よ
うを
得
て
関
東

に
帰
り
、
⑸
白
雲
師
を
請
じ
て
建
長
に
帰
せ
し
む
。
夏
、
⑹
藤
谷
に
在
っ
て
衆
を
安
ず
。
冬
、
上
州
の
利
根
に
下
っ

て
⑺
吉
祥
寺
を
剏は
じ

む
。
十
二
月
初
三
、
⑻
江
州
を
追つ
い

薦せ
ん

し
て
陞し
ん

座ぞ

す
る
次
い
で
、
⑼
法
を
百
丈
老
師
に
嗣
ぐ
の
意
を
表

す
。
既
に
し
て
鎌
倉
に
上
る
。
⑽
洞
宗
の
徒
、
憤
然
と
し
て
予
を
害
せ
ん
と
欲
す
。
⑾
時
に
不
聞
、
京
に
在
り
。
⑿
別

源
⒀
東
白
、
和
会
し
て
無
事
な
る
の
み
。

＊

⑴ 

臨
川
＝
霊
亀
山
臨
川
寺
（
天
龍
寺
派
）。
夢
窓
国
師
開
山
。
十
刹
第
二
位
。
京
都
嵯
峨
。
夢
窓
疎
石
は
、
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
九
月

三
十
日
、
こ
の
寺
で
示
寂
、
世
寿
七
十
七
。

⑵ 

三
条
殿
＝
足
利
直
義
（
一
三
〇
六
～
一
三
五
二
）。
尊
氏
の
弟
で
、
政
務
を
任
さ
れ
、
世
に
副
将
軍
と
呼
ば
れ
た
。
正
平
七
年
二
月

二
十
六
日
薨
去
、
年
四
十
七
。
三
条
坊
門
に
邸
宅
が
あ
っ
た
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
る
。

⑶ 

天
龍
既
得
浄
智
命
＝
『
扶
桑
五
山
記
』
巻
五
「
金
峰
山
浄
智
禅
寺
」
に
、「
夢
窓
石　

暦
応
二
年
（
本
年
）　

受
命
」
と
見
え
る
が
、
国

師
の
『
年
譜
』
で
は
、
国
師
の
浄
智
寺
入
寺
は
嘉
暦
二
年
（
一
三
二
七
）
に
見
え
、『
自
暦
譜
』
も
「
国
師
」
と
書
か
ず
に
「
天
龍
」
と

書
い
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
天
龍
夢
窓
派
か
ら
住
持
を
出
す
よ
う
に
と
の
命
を
、
国
師
が
受
け
た
と
い
う
こ
と
か
。
国
師
の
法
嗣

で
浄
智
寺
に
住
し
た
人
に
、
通
叟
宏
感
（『
延
宝
伝
灯
録
』
巻
二
十
三
）
が
い
る
が
、
浄
智
寺
歴
住
が
不
明
の
た
め
、
こ
れ
以
上
の
穿
鑿
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は
で
き
な
い
。
な
お
、
浄
智
寺
は
鎌
倉
五
山
第
四
位
（
現
、
円
覚
寺
塔
頭
）、
稲
荷
山
浄
妙
寺
は
同
五
位
（
現
、
建
長
寺
塔
頭
）。

⑷ 

大
川
＝
大
川
道
通
（
二
八
頁
注
⑷
を
参
照
）。
そ
の
注
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
大
川
の
示
寂
年
に
は
暦
応
元
年
説
も
あ
り
、
そ
れ
は
、

『
扶
桑
五
山
記
』
巻
四
「
円
覚
寺
」
に
、「
暦
応
二イ
ニ
元

年
己
卯
二
月
二
日
寂
」
と
あ
る
か
ら
だ
が
、
こ
の
『
自
暦
譜
』
の
記
事
に
よ
り
、
暦

応
二
年
の
示
寂
と
確
定
し
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

⑸ 

白
雲
師
＝
東
明
慧
日
（
一
一
頁
注
⑷
を
参
照
）
の
こ
と
。「
白
雲
」
は
、
東
明
が
円
覚
寺
山
内
に
創
し
た
白
雲
庵
。
現
存
、
東
明
の
塔

所
。

⑹ 

藤
谷
＝
鎌
倉
の
藤
谷
山
崇
福
禅
庵
（
二
九
頁
注
⑷
を
参
照
）。

⑺ 

吉
祥
寺
＝
青
龍
山
（
建
長
寺
派
）。
群
馬
県
利
根
郡
川
場
村
門
前
（
旧
、
上
野
国
利
根
郡
川
場
村
）。
領
主
の
大
友
氏
泰
（
二
九
頁
注
⑶

を
参
照
）
の
創
建
。
寺
名
は
、
中
巌
和
尚
の
幼
名
か
ら
採
ら
れ
た
か
。
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
の
「
建
長
寺
派
下
寺
院
本
末
牒
」
に
、

「
末
寺
七
箇
寺
、
寮
舎
十
三
宇
」
と
記
し
て
い
る
。

⑻ 

追
薦
江
州
＝
大
友
貞
宗
（
一
八
頁
注
⑵
を
参
照
）
の
七
回
忌
法
要
。

⑼ 

表
法
嗣
百
丈
老
師
之
意
＝
吉
祥
寺
晋
山
上
堂
で
、
嗣
法
香
を
百
丈
山
大
智
寿
聖
禅
寺
の
東
陽
徳て

輝ひ

禅
師
に
焚
き
、
我
が
法
系
を
明
ら

か
に
し
た
。「
こ
の
香
は
、
○
○
大
和
尚
に
供
養
し
、
も
っ
て
法
乳
の
恩
に
酬
ゆ
」
な
ど
と
法
語
を
唱
え
る
が
、
こ
の
中
巌
和
尚
の
行

為
は
、
今
後
、
和
尚
の
身
に
多
く
の
災
難
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
る
。
次
注
を
参
照
。
東
陽
禅
師
は
、
中
巌
和
尚
が
三
十
歳
の
時
に
掛

錫
し
、
翌
年
、
至
節
秉
払
を
遂
げ
た
時
の
百
丈
山
の
住
持
。
大
慧
派
で
、
径
山
の
晦
機
元
煕
の
法
を
嗣
ぎ
、
百
丈
山
に
住
し
、
元
の

元
統
三
年
（
一
三
三
五
）、
順
宗
帝
の
詔
を
受
け
て
、『
勅
修
百
丈
清
規
』
を
編
修
。
広
慧
禅
師
。
生
没
年
不
詳
な
る
も
、
文
和
四
年

（
一
三
五
五
）、
中
巌
和
尚
の
も
と
へ
訃
報
が
届
け
ら
れ
た
（
四
三
頁
参
照
）。

⑽ 

洞
宗
之
徒
、
憤
然
欲
害
予
＝
中
巌
和
尚
の
受
業
師
は
曹
洞
宗
宏
智
派
の
東
明
慧
日
で
あ
り
、
長
年
師
事
し
て
も
お
り
、
臨
済
宗
大
慧
派

の
東
陽
徳
輝
に
嗣
法
し
た
中
巌
和
尚
の
行
為
は
、
曹
洞
宗
の
衆
僧
の
目
に
は
、
信
義
に
背
く
と
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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⑾ 

時
不
聞
在
京
…
…
＝
不
聞
契
聞
（
一
五
頁
注
⑴
を
参
照
）
は
、
入
元
を
共
に
し
た
、
中
巌
和
尚
の
古
く
か
ら
の
法
友
。
不
聞
は
、
東
明

慧
日
の
法
を
嗣
い
だ
。
法
友
の
不
聞
は
折
り
悪
く
京
都
に
い
た
が
、
鎌
倉
に
い
た
別
源
と
東
白
が
仲
を
取
り
持
ち
、
事
な
き
を
得
た
。

⑿ 
別
源
＝
別
源
円
旨
（
一
二
九
四
～
一
三
六
四
）。
越
前
の
人
。
東
明
慧
日
の
法
嗣
。
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
入
元
、
元
徳
二
年

（
一
三
三
〇
）
帰
朝
。
諸
寺
開
創
の
後
、
貞
治
三
年
（
一
三
六
四
）、
建
仁
寺
四
十
四
世
。
同
年
十
月
十
日
示
寂
、
世
寿
七
十
一
。
建
仁

寺
に
開
創
し
た
洞
春
庵
（
現
、
廃
庵
）
に
塔
し
、
塔
を
定
光
と
言
う
。
中
巌
和
尚
は
、
そ
の
建
仁
寺
晋
住
の
際
に
、「
別
源
、
建
仁
に
住

す
る
諸
山
の
疏
」（『
東
海
一
漚
集
』
巻
二
〔
九
三
五
頁
〕）
を
書
し
、「
洞
春
庵
別
源
禅
師
定
光
塔
銘
」（『
東
海
一
漚
別
集
』〔
一
〇
七
八

頁
〕）
を
撰
し
た
。

⒀ 

東
白
＝
東
白
円
曙
（
生
没
年
不
詳
）。
東
明
慧
日
の
法
嗣
。
中
巌
和
尚
に
、「
和
答
東
白
」「
和
酧
東
白
二
首
」（『
東
海
一
漚
集
』
巻
一

〔
八
八
二
・
八
九
七
頁
〕）
な
ど
が
あ
る
。

三
年
庚
辰

是
歳
、
作
瑣
細
集
。
誓
杜
藤
谷
門
。
夏
、
病
。
稻
荷
廟
災
。

＊

三
年
庚か

の
え

辰た
つ

（
一
三
四
〇
／
四
十
一
歳
）

是
の
歳
、
⑴
『
瑣
細
集
』
を
作
る
。
誓
っ
て
藤
谷
の
門
を
杜と

ず
。
⑵
夏
、
病
す
。
稲
荷
の
廟
に
災
あ
り
。

＊

⑴ 

瑣
細
集
＝
「
藤
陰
瑣
細
集
」（
東
大
史
料
編
纂
所
本
『
東
海
一
漚
集
』
巻
四
〔『
五
山
文
学
新
集
』
第
四
巻
・
四
四
〇
頁
〕）。

⑵ 

夏
、
病
。
稲
荷
廟
災
＝
『
類
従
本
』
は
、「
夏
、
病
。
山
頂
の
老
狐
死
す
。
而
し
て
病
愈
ゆ
（
山
頂
老
狐
死
。
而
病
愈
）。
稲
荷
廟
災
」。

「
山
頂
老
狐
死
。
而
病
愈
」
は
底
本
に
も
あ
る
が
、
上
か
ら
薄
紙
を
貼
っ
て
消
し
て
あ
り
、
版
本
に
も
載
せ
な
い
。
訓
は
底
本
の
も
の
。
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四
年
辛
巳

杜
門
於
藤
谷
、
修
日
本
書
。

＊

四
年
辛か

の
と

巳み

（
一
三
四
一
／
四
十
二
歳
）

門
を
藤
谷
に
杜
じ
て
、
⑴
『
日
本
書
』
を
修
す
。

＊

⑴ 

日
本
書
＝
不
伝
。
日
本
の
天
孫
が
呉
の
太
伯
の
子
孫
で
あ
る
と
書
い
た
た
め
、
朝
廷
に
よ
り
焚
書
と
な
っ
た
と
伝
わ
る
。
そ
の
こ
と

は
、
江
戸
時
代
初
期
の
儒
学
者
林
羅
山
の
「
神
武
天
皇
論
」（
訓
注
者
は
、『
大
日
本
史
料
』
第
六
編
之
四
十
三
所
収
に
拠
る
）
に
、「
東

山
（
建
仁
寺
）
の
僧
円
月
〔
字
は
中
巌
、
中
正
子
と
号
し
、
妙
喜
庵
を
剏
建
す
〕、
嘗か
つ

て
『
日
本
紀
』
を
修
す
。
朝
議
、
協か
な

わ
ず
し
て
果

た
さ
ず
。
遂
に
其
の
書
を
火や

く
。
余
、
窃ひ
そ

か
に
円
月
の
意
を
惟お
も

う
に
、
諸
書
を
按
じ
、
日
本
を
以
て
呉
の
太
伯
の
後
（
子
孫
）
と
為
す
。

…
…
」
と
あ
る
。
因
み
に
、
林
羅
山
は
、
中
巌
禅
師
の
説
を
支
持
し
、「
若
し
余
を
し
て
『
日
本
紀
』
を
読
ま
し
む
れ
ば
、
何
ぞ
必
ず
し

も
敢
え
て
為な

さ
ん
や
」
と
書
き
、
論
を
終
わ
っ
て
い
る
。

康
永
元
年
壬
午

夏
、
下
鎭
西
。
官
司
文
書
下
禁
乘
舶
。
故
不
得
再
出
而
歸
。
藤
谷
過
歳
。

＊

康
永
元
年
壬

み
ず
の
え

午う
ま

（
一
三
四
二
／
四
十
三
歳
）

夏
、
鎮
西
（
九
州
）
に
下
る
。
官
司
の
文
書
下
っ
て
、
舶ふ
ね

に
乗
る
こ
と
を
禁
ず
。
故
に
再
び
出
づ
る
こ
と
を
得
ず
し

て
帰
る
。
藤
谷
に
歳
を
過
ご
す
。
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二
年
癸
未

四
月
、
下
利
陽
過
年
。＊

二
年
癸

み
ず
の
と

未ひ
つ
じ（

一
三
四
三
／
四
十
四
歳
）

四
月
、
⑴
利
陽
に
下
っ
て
年
を
過
ご
す
。

＊

⑴ 

利
陽
＝
上
野
国
利
根
郡
（
群
馬
県
）
の
吉
祥
寺
（
三
二
頁
注
⑺
を
参
照
）
を
指
す
。

三
年
甲
申

正
月
二
日
、
建
吉
祥
寺
佛
殿
。
三
月
、
代
永
磾
禪
門
下
鎭
西
。
夏
、
歸
崇
福
。
秋
、
下
利
根
。
冬
、
嵩
山
請
歸
建
長
用

則
寮
。

＊

三
年
甲き

の
え

申さ
る

（
一
三
四
四
／
四
十
五
歳
）

正
月
二
日
、
⑴
吉
祥
寺
の
仏
殿
を
建
つ
。
三
月
、
⑵
永え

い

磾テ
イ

禅
門
に
代
わ
っ
て
鎮
西
（
九
州
）
に
下
る
。
夏
、
⑶
崇
福
に

帰
る
。
秋
、
⑷
利
根
に
下
る
。
冬
、
⑸
嵩す
う

山ざ
ん

請
じ
て
、
建
長
の
⑹
用
則
寮
に
帰
せ
し
む
。

＊

⑴ 

建
吉
祥
寺
仏
殿
＝
中
巌
和
尚
に
、「
吉
祥
寺
、
新
た
に
方
丈
を
建
つ
る
上
梁
の
文
〔
外
門
の
牌
額
を
不
二
境
と
曰
う
〕」（『
東
海
一
漚
集
』

巻
二
〔
九
五
七
頁
〕）
が
あ
る
。
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⑵ 

永
磾
禅
門
＝
『
東
海
一
漚
別
集
』
に
「
橘
長
州
為
亡
妻
写
蓮
経
拈
香
」（〔
一
〇
六
〇
頁
〕）
が
あ
り
、「
前
長
州
大
守
橘
永
磾
」
と
分
か

る
の
み
。
恐
ら
く
、
大
友
氏
泰
の
家
臣
で
あ
ろ
う
。

⑶ 
崇
福
＝
鎌
倉
の
藤
谷
山
崇
福
禅
庵
（
二
九
頁
注
⑷
を
参
照
）。

⑷ 
利
根
＝
上
野
国
利
根
郡
（
群
馬
県
）
の
吉
祥
寺
（
三
二
頁
注
⑺
を
参
照
）
を
指
す
。

⑸ 

嵩
山
＝
嵩
山
居
中
（
一
二
七
七
～
一
三
四
五
）。
遠
江
の
人
。
建
長
寺
の
西
礀
子
曇
の
法
嗣
。
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
入
元
、
元
亨

三
年
（
一
三
二
三
）
帰
朝
。
南
禅
寺
十
二
世
・
建
長
寺
二
十
六
世
・
円
覚
寺
二
十
世
・
建
仁
寺
二
十
五
世
。
康
永
四
年
二
月
六
日
示
寂
、

世
寿
六
十
九
。

⑹ 

用
則
寮
＝
建
長
寺
十
寮
の
一
で
、『
扶
桑
五
山
記
』
巻
三
「
建
長
寺
」
に
見
え
る
が
、
詳
細
不
詳
。

貞
和
元
年
乙
酉

春
正
月
、
歸
前
版
。
嵩
山
死
。
二
月
、
歸
藤
谷
。
夏
、
大
友
莊
人
報
、
佛
夜
半
飛
去
。
秋
、
下
利
根
。
於
旅
店
得
聞
偸

佛
人
名
。
到
金
田
訪
文
字
海
。
冬
十
月
、
上
京
待
檀
那
。
檀
那
舶
破
而
歸
。
時
予
在
今
熊
野
宗
猷
庵
過
歳
。
訪
虎
關
和

尚
於
海
藏
院
。
借
元
亨
釋
書
泛
覽
。

＊

貞
和
元
年
乙き

の
と

酉と
り

（
一
三
四
五
／
四
十
六
歳
）

春
正
月
、
前
版
に
帰
す
。
嵩
山
、
死
す
。
二
月
、
藤
谷
（
鎌
倉
崇
福
庵
）
に
帰
る
。
夏
、
⑴
大
友
荘
の
人
、
報
ず
、

「
仏
、
夜
半
に
飛
び
去
る
」
と
。
秋
、
利
根
（
上
野
吉
祥
寺
）
に
下
る
。
⑵
旅
店
に
於
い
て
、
仏
を
偸ぬ
す

む
人
の
名
を
聞

く
こ
と
を
得
た
り
。
金
田
に
到
っ
て
文
字
海
（
未
詳
）
を
訪
う
。
冬
十
月
、
京
に
上
っ
て
檀
那
（
大
友
氏
泰
）
を
待

つ
。
檀
那
の
舶
破
れ
て
帰
る
。
時
に
予
、
今
熊
野
の
宗
猷
庵
（
未
詳
）
に
在
っ
て
歳
を
過
ご
す
。
⑶
虎
関
和
尚
を
海
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蔵
院
（
東
福
寺
塔
頭
）
に
訪
う
。『
元
亨
釈
書
』
を
借
り
て
泛ハ
ン

覧ら
ん

す
。

＊

⑴ 
大
友
荘
＝
相
模
国
。
大
友
氏
の
本
貫
で
、
そ
の
所
領
。
現
在
の
神
奈
川
県
小
田
原
市
に
当
た
る
。

⑵ 

於
旅
店
＝
『
類
従
本
』
は
、「
路
を
諸
方
の
店
に
借
る
（
借
路
諸
方
店
）」。
底
本
は
、「
借
路
諸
方
店
」
を
消
し
て
、「
於
旅
店
」
に
改
め

て
い
る
。
版
本
も
「
於
旅
店
」。

⑶ 

虎
関
和
尚
＝
虎
関
師
錬
（
一
六
頁
注
⑹
を
参
照
）。

二
年
丙
戌

春
正
月
、
移
居
正
歸
庵
。
三
月
、
歸
崇
福
過
夏
。
秋
、
歸
利
根
過
年
。

＊

二
年
丙ひ

の
え

戌い
ぬ

（
一
三
四
六
／
四
十
七
歳
）

春
正
月
、
正
帰
庵
（
未
詳
）
に
移
居
す
。
三
月
、
崇
福
（
鎌
倉
）
に
帰
っ
て
夏げ

を
過
ご
す
。
秋
、
利
根
（
上
野
吉
祥

寺
）
に
帰
っ
て
年
を
過
ご
す
。

三
年
丁
亥

春
、
起
僧
堂
、
安
衆
四
十
餘
員
。
夏
秋
、
叢
林
規
模
齊
整
。
冬
十
二
月
初
六
、
方
丈
災
。
剏
建
止
止
庵
退
居
。
迫
乎
臘

末
而
再
住
。

＊

三
年
丁ひ

の
と

亥い

（
一
三
四
七
／
四
十
八
歳
）
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春
、
僧
堂
を
起た

て
、
衆
を
安
ず
る
こ
と
四
十
余
員
。
夏
秋
、
叢
林
の
規
模
、
斉
整
す
。
冬
十
二
月
初
六
、
方
丈
に
災

あ
り
。
⑴
止
止
庵
を
剏は
じ

め
建
て
て
退
居
す
。
臘
末
に
迫
っ
て
再
住
す
。

＊

⑴ 
止
止
庵
＝
吉
祥
寺
山
内
に
建
て
ら
れ
た
隠
寮
の
よ
う
な
小
庵
で
あ
ろ
う
。『
荘
子
』
人
間
世
第
四
に
あ
る
「
吉
祥
止
止
（
吉
祥
は
止し

に
止と
ど

ま
る
／
幸
福
は
こ
の
静
か
な
虚
室
〈
止
〉
に
集
ま
り
止
ま
る
）」
に
拠
る
命
名
で
あ
ろ
う
。

四
年
戊
子

在
利
根
。

＊

四
年
戊

つ
ち
の
え

子ね

（
一
三
四
八
／
四
十
九
歳
）

⑴
利
根
に
在
り
。

＊

⑴ 

在
利
根
＝
『
類
従
本
』
に
は
、「
在
利
根
」
が
な
く
、
以
下
の
記
事
あ
り
。「
二
月
、
檀
家
乱
れ
、
兄
弟
に
事
有
り
。
三
月
、
檀
家
の
事

を
聞
く
。
止
止
庵
に
帰
り
、
久
し
か
ら
ず
し
て
復ま

た
寺
に
住
す
（
二
月
、
檀
家
乱
、
兄
弟
有
事
。
三
月
、
聞
檀
家
事
。
帰
止
止
庵
、
不

久
復
住
寺
）」。
こ
れ
は
、
大
友
氏
の
家
督
相
続
に
関
す
る
内
紛
。
貞
宗
か
ら
家
督
を
受
け
継
い
だ
氏
泰
に
は
後
嗣
が
な
く
、
そ
の
場
合

に
は
、
異
母
弟
の
氏
宗
に
移
譲
す
る
約
束
で
あ
っ
た
が
、
氏
泰
は
そ
れ
を
無
視
し
て
同
母
弟
の
氏
時
に
家
督
を
譲
っ
た
。
そ
れ
が
、
こ

の
貞
和
四
年
の
八
月
の
こ
と
で
あ
る
（『
大
分
歴
史
辞
典
』「
大
友
氏
泰
」
項
要
約
）。

五
年
己
丑
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春
三
月
、
謝
寺
事
上
鎌
倉
。
夏
首
、
全
提
住
壽
福
。
固
請
予
歸
前
版
。
結
夏
秉
拂
罷
解
職
。
借
榻
松
鵠
。
秋
、
又
領
吉

祥
寺
務
。
冬
、
避
亂
歸
壽
福
。
以
文
甫
在
燒
香
寮
。

＊

五
年
己

つ
ち
の
と

丑う
し

（
一
三
四
九
／
五
十
歳
）

春
三
月
、
寺
の
事
を
謝
し
て
鎌
倉
に
上
る
。
夏
首
（
四
月
）、
⑴
全
提
、
寿
福
に
住
す
。
固か
た

く
予
を
請
じ
て
前
版
に
帰

せ
し
む
。
結け

つ

夏げ

秉ひ
ん

払ぽ
つ

、
罷お

わ
っ
て
職
を
解
く
。
榻と
う

を
⑵
松
鵠
に
借
る
。
秋
、
又
た
吉
祥
の
寺
務
を
領
ず
。
冬
、
⑶
乱

を
避
け
て
寿
福
に
帰
る
。
文
甫
（
未
詳
）
の
、
⑷
焼
香
寮
に
在
る
を
以
て
な
り
。

＊

⑴ 

全
提
＝
全
提
志
令
（
？
～
一
三
五
〇
）。
浄
智
寺
の
南
洲
宏
海
の
法
嗣
。
寿
福
寺
二
十
二
世
。
貞
和
六
年
二
月
二
十
四
日
示
寂
、
世
寿
不

詳
。
中
巌
和
尚
に
、「
寿
福
、
全
提
を
請
ず
る
疏
」（『
東
海
一
漚
集
』
巻
二
〔
九
二
二
頁
〕）
が
あ
る
。

⑵ 

松
鵠
＝
松
鵠
庵
。
寿
福
寺
塔
頭
（
現
、
廃
庵
）。
同
寺
七
世
の
寂
庵
上
昭
の
塔
所
。

⑶ 

乱
＝
前
年
の
項
に
注
し
た
、
大
友
氏
の
内
紛
で
あ
ろ
う
。

⑷ 

焼
香
寮
＝
住
持
の
焼
香
を
代
わ
る
焼
香
侍
者
の
い
る
寮
舎
。

崇
光
院
踐
祚
。
觀
應
元
年
庚
寅

正
月
、
在
兜
率
寺
。
三
月
、
下
利
根
止
止
庵
。
夏
藤
谷
。
素
一
素
璞
問
中
庸
。
秋
、
下
利
根
。
冬
、
壽
福
明
巖
和
尚
住

持
。
十
二
月
、
高
播
州
敗
。
上
杉
戸
部
小
君
歸
鎌
倉
。
正
月
初
一
入
府
也
。

＊

⑴
崇
光
院
践
祚
。
観
応
元
年
庚か
の
え

寅と
ら

（
一
三
五
〇
／
五
十
一
歳
）
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正
月
、
⑵
兜
率
寺
に
在
り
。
三
月
、
利
根
の
止
止
庵
に
下
る
。
藤
谷
（
鎌
倉
崇
福
庵
）
に
夏げ

す
。
⑶
素
一
、
素
璞
（
未

詳
）、『
中
庸
』
を
問
う
。
秋
、
利
根
に
下
る
。
冬
、
寿
福
、
⑷
明
巌
和
尚
住
持
す
。
十
二
月
、
⑸
高
播
州
、
敗
す
。
⑹

上
杉
戸
部
、
⑺
小
君
、
鎌
倉
に
帰
る
。
正
月
初
一
、
府
に
入
る
。

＊

⑴ 

崇
光
院
践
祚
＝
崇
光
天
皇
の
践
祚
は
、
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
十
月
の
こ
と
。

⑵ 

兜
率
寺
＝
不
詳
。
中
巌
和
尚
に
、「
兜
率
寺
の
陋
房
、
夜
、
大
風
雨
の
為
に
擺
揺
せ
ら
る
、
睡
り
醒
め
て
作
る
」
古
詩
（『
東
海
一
漚
集
』

巻
一
〔
八
八
四
頁
〕）
が
あ
る
。

⑶ 

素
一
＝
大
素
素
一
（
？
～
一
三
六
八
）。
建
長
寺
の
了
堂
素
安
の
法
嗣
。『
延
宝
伝
灯
録
』
巻
十
七
本
伝
に
、「
由
万
寿
住
円
覚
」
と
あ
る

も
、
両
寺
の
歴
住
に
見
え
な
い
。
応
安
元
年
十
二
月
下
旬
示
寂
、
世
寿
不
詳
。『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
を
参
照
。

⑷ 

明
巌
和
尚
＝
明
巌
正
因
（
？
～
一
三
六
九
）。
相
模
の
人
。
建
長
寺
の
西
礀
子
曇
の
法
嗣
。
建
長
寺
三
十
三
世
・
円
覚
寺
二
十
四
世
・
寿

福
寺
二
十
三
世
。
応
安
二
年
（
三
年
と
も
）
四
月
八
日
示
寂
、
世
寿
不
詳
。
大
達
禅
師
。
中
巌
和
尚
に
、「
寿
福
、
明
巌
を
請
ず
る
疏
」

（『
東
海
一
漚
集
』
巻
二
〔
九
二
二
頁
〕）
が
あ
る
。

⑸ 

高
播
州
＝
高
師
冬
（
？
～
一
三
五
一
）。
高
師
直
の
従
弟
、
の
ち
養
子
。「
播
州
」
は
、
そ
の
官
、
播
磨
守
。
足
利
尊
氏
の
命
を
受
け
て
、

暦
応
元
年
（
一
三
三
八
）
か
ら
関
東
の
平
定
に
乗
り
出
し
、
翌
年
、
関
東
執
事
に
就
任
。
し
か
し
、
観
応
元
年
、
京
都
で
高
師
直
と
足

利
直
義
と
の
対
立
（
観
応
の
擾
乱
）
が
発
生
す
る
と
、
師
冬
も
、
直
義
派
で
あ
っ
た
上
杉
憲
顕
と
対
立
し
て
敗
れ
、
鎌
倉
か
ら
逃
走
、

翌
年
一
月
十
七
日
、
甲
斐
国
須
沢
城
に
て
自
害
。

⑹ 

上
杉
戸
部
＝
前
注
に
出
た
上
杉
憲
顕
（
一
三
〇
六
～
一
三
六
八
）。「
戸
部
」
は
、
そ
の
官
、
民
部
の
唐
名
。
関
東
管
領
。
観
応
の
擾
乱

以
後
、
尊
氏
と
敵
対
し
、
信
濃
な
ど
に
追
放
さ
れ
る
が
、
尊
氏
の
死
後
、
正
平
十
八
年
（
一
三
六
三
）、
関
東
管
領
に
復
帰
し
た
。
以

後
、
関
東
管
領
は
、
上
杉
家
の
世
襲
と
な
っ
た
。
正
平
二
十
三
年
九
月
十
九
日
死
去
、
年
六
十
三
。
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⑺ 

小
君
＝
『
大
日
本
史
料
』
本
は
、「
足
利
基
氏
」
と
注
し
て
い
る
。
基
氏
は
、
こ
の
前
年
の
貞
和
五
年
九
月
、
初
代
鎌
倉
公
方
に
就
任
。

時
に
十
歳
。

二
年
辛
卯

春
正
月
、
明
巖
請
歸
座
元
。
秉
拂
了
解
職
。
歸
惜
陰
過
夏
。
夏
罷
下
利
根
。
聞
大
風
破
藤
谷
庵
、
歸
鎌
倉
修
補
。
冬
、

左
武
衞
入
鎌
倉
。
予
與
選
無
文
訪
古
先
而
參
謁
武
衞
。
十
二
月
、
大
將
軍
自
京
抵
駿
州
。
戸
部
下
豆
州
。

＊

二
年
辛か

の
と

卯う

（
一
三
五
一
／
五
十
二
歳
）

春
正
月
、
明
巌
請
じ
て
、
座ぞ

元げ
ん

（
首
座
）
に
帰
せ
し
む
。
秉ひ
ん

払ぽ
つ

、
了お

わ
っ
て
職
を
解
く
。
⑴
惜
陰
に
帰
っ
て
夏げ

を
過

ご
す
。
夏
罷お

わ
っ
て
利
根
に
下
る
。
大
風
、
藤
谷
庵
（
鎌
倉
崇
福
庵
）
を
破
る
と
聞
い
て
、
鎌
倉
に
帰
っ
て
修
補

す
。
冬
、
⑵
左
武
衛
、
鎌
倉
に
入
る
。
予
、
⑶
選
無
文
と
⑷
古
先
を
訪
う
て
、
武
衛
に
参
謁
す
。
十
二
月
、
⑸
大
将
軍
、

京
よ
り
駿
州
に
抵い

た

る
。
⑹
戸
部
、
豆
州
に
下
る
。

＊

⑴ 

惜
陰
＝
中
巌
和
尚
に
、「
惜
陰
偶
作
〔
四
首
〕」（『
東
海
一
漚
集
』
巻
一
〔
九
一
一
頁
〕）
が
あ
り
、
鎌
倉
に
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
の

み
。

⑵ 

左
武
衛
＝
足
利
直
義
（
三
一
頁
注
⑵
を
参
照
）。「
左
武
衛
」
は
、
そ
の
官
、
左
兵
衛
督
の
唐
名
。
尊
氏
と
不
和
に
な
っ
た
直
義
は
、
こ

の
年
、
京
都
を
脱
し
て
北
陸
、
信
濃
を
経
て
鎌
倉
に
入
っ
た
が
、
翌
年
、
尊
氏
に
よ
っ
て
毒
殺
さ
れ
た
。

⑶ 

選
無
文
＝
無
文
元
選
（
一
三
二
三
～
一
三
九
〇
）。
京
都
の
人
。
康
永
二
年
（
一
三
四
三
）
入
元
し
、
福
州
大
覚
寺
の
古
梅
正
友
の
法
を

嗣
ぎ
、
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
帰
朝
。
至
徳
元
年
（
一
三
八
四
）、
遠
江
の
深
奥
山
方
広
寺
（
現
、
方
広
寺
派
大
本
山
）
を
開
山
。
明
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徳
元
年
閏
三
月
二
十
二
日
示
寂
、
世
寿
六
十
八
。
大
慈
普
応
禅
師
。

⑷ 

古
先
＝
古
先
印
元
（
一
二
九
五
～
一
三
七
四
）。
薩
摩
の
人
。
文
保
二
年
（
一
三
一
八
）
入
元
し
、
杭
州
天
目
山
の
中
峰
明
本
の
法
を

嗣
ぎ
、
嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）、
清
拙
正
澄
に
伴
っ
て
帰
朝
。
建
長
寺
三
十
七
世
・
円
覚
寺
二
十
九
世
。
応
安
七
年
一
月
二
十
四
日
示

寂
、
世
寿
八
十
。
正
宗
広
智
禅
師
。

⑸ 

大
将
軍
…
…
＝
足
利
尊
氏
、
直
義
追
討
の
た
め
、
東
海
道
行
軍
。
駿
河
薩
埵
山
・
相
模
早
川
尻
な
ど
で
の
戦
で
直
義
軍
を
撃
破
。

⑹ 

戸
部
下
豆
州
＝
上
杉
憲
顕
（
三
九
頁
注
⑹
を
参
照
）。
直
義
方
の
憲
顕
は
、
尊
氏
と
敵
対
を
続
け
て
い
た
。

後
光
嚴
院
文
和
元
年
壬
辰

春
、
戸
部
請
武
衞
下
豆
州
而
敗
績
。
大
將
軍
領
武
衞
入
鎌
倉
。
大
喜
住
淨
妙
。
命
予
製
疏
。
三
月
、
歸
利
根
。
夏
吉

祥
。
而
秋
欲
往
豐
後
。
借
路
鎌
倉
。
大
喜
不
肯
予
西
往
。
故
歸
利
根
。
十
月
四
日
、
白
雲
庵
諷
經
、
罷
便
下
村
。
吉
祥

過
冬
。
是
歳
、
吉
祥
爲
御
願
所
。

＊

後
光
厳
院
文
和
元
年
壬

み
ず
の
え

辰た
つ

（
一
三
五
二
／
五
十
三
歳
）

春
、
戸
部
（
上
杉
憲
顕
）、
武
衛
（
足
利
直
義
）
を
請
じ
て
豆
州
に
下
っ
て
敗は
い

績せ
き

（
大
敗
）
す
。
大
将
軍
（
足
利
尊

氏
）、
武
衛
を
領
じ
て
鎌
倉
に
入
る
。
⑴
大
喜
、
浄
妙
に
住
す
。
予
に
命
じ
て
⑵
疏
を
製ツ
ク

ら
し
む
。
⑶
三
月
、
利
根

（
上
野
吉
祥
寺
）
に
帰
る
。
吉
祥
に
夏げ

す
。
而
し
て
秋
は
⑷
豊
後
に
往
か
ん
と
欲
す
。
路
を
鎌
倉
に
借
る
。
大
喜
、
予

が
西
に
往
く
こ
と
を
肯う

べ
なわ
ず
。
故
に
利
根
に
帰
る
。
十
月
四
日
、
⑸
白
雲
庵
諷ふ

経ぎ
ん

、
罷お

わ
っ
て
便
ち
村
に
下
る
。
吉

祥
に
冬
を
過
ご
す
。
是
の
歳
、
⑹
吉
祥
、
御
願
所
と
為な

る
。

＊
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⑴ 

大
喜
＝
大
喜
法
忻
（
？
～
一
三
六
八
）。
三
河
の
人
。
浄
智
寺
の
太
平
妙
準
の
法
嗣
。
建
長
寺
三
十
九
世
・
円
覚
寺
三
十
世
・
浄
妙
寺

住
・
浄
智
寺
住
。
応
安
元
年
九
月
二
十
四
日
示
寂
、
世
寿
不
詳
。
仏
満
禅
師
。

⑵ 
疏
＝
「
江
湖
、
大
喜
を
請
じ
て
浄
妙
に
住
せ
し
む
る
疏
、
并
び
に
序
」（『
東
海
一
漚
集
』
巻
二
〔
九
二
六
頁
〕）。
江
湖
の
諸
寺
を
代
表

し
て
、
新
命
大
喜
に
述
べ
る
祝
詞
。
大
喜
に
関
し
て
は
、
他
に
、「
大
喜
、
浄
智
に
住
す
る
江
湖
の
疏
」（『
同
』〔
九
二
八
頁
〕）
も
書
し

て
い
る
。

⑶ 

三
月
、
帰
利
根
。
夏
吉
祥
＝
『
類
従
本
』
は
、「
三
月
、
帰
利
根
。
永
磾
の
軍
と
同
じ
く
帰
る
（
永
磾
軍
同
帰
）。
夏
吉
祥
」。「
永
磾
軍

同
帰
」
は
底
本
に
も
あ
る
が
、
上
か
ら
薄
紙
を
貼
っ
て
消
し
て
あ
り
、
版
本
に
も
載
せ
な
い
。
訓
は
底
本
の
も
の
。

⑷ 

豊
後
＝
外
護
者
大
友
氏
の
居
所
。

⑸ 

白
雲
庵
諷
経
＝
東
明
慧
日
の
塔
所
、
円
覚
寺
白
雲
庵
で
の
東
明
十
三
回
忌
の
法
要
。
十
月
四
日
は
、
東
明
の
命
日
。

⑹ 

吉
祥
為
御
願
所
＝
こ
の
年
の
八
月
一
日
、
足
利
尊
氏
は
吉
祥
寺
に
御
教
書
を
送
り
、
勅
願
所
と
し
た
。
こ
れ
は
、
大
友
氏
の
家
督
を
継

い
だ
氏
時
が
、
尊
氏
の
猶
子
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
版
本
は
、「
吉
祥
」
を
脱
す
。『
類
従
本
』
に
は
あ
る
。

二
年
癸
巳

春
正
月
、
河
田
觀
音
殿
慶
讚
。
二
月
、
住
乾
明
萬
壽
。
夏
得
豐
後
萬
壽
請
。
夏
罷
謝
乾
明
事
而
趣
蒋
山
。
冬
十
二
月
、

入
院
。

＊

二
年
癸

み
ず
の
と

巳み

（
一
三
五
三
／
五
十
四
歳
）

⑴
春
正
月
、
河
田
の
観
音
殿
（
未
詳
）
慶
讃
す
。
二
月
、
⑵
乾
明
万
寿
に
住
す
。
夏
、
⑶
豊
後
万
寿
の
請
を
得
た
り
。

夏げ

罷お

わ
っ
て
乾
明
の
事
を
謝
し
て
蒋
山
に
趣
く
。
冬
十
二
月
、
入じ
ゆ

院え
ん

す
。
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＊

⑴ 

春
正
月
、
河
田
観
音
殿
慶
讚
。
二
月
、
住
乾
明
万
寿
＝
『
類
従
本
』
は
、「
春
正
月
、
河
田
観
音
殿
慶
讚
。
帰
路
、
雷
に
逢
う
、
而
し
て

病
死
す
る
こ
と
半
日
（
帰
路
逢
雷
、
而
病
死
半
日
）。
二
月
、
住
乾
明
万
寿
」。「
帰
路
逢
雷
、
而
病
死
半
日
」
は
底
本
に
も
あ
る
が
、
上

か
ら
薄
紙
を
貼
っ
て
消
し
て
あ
り
、
版
本
に
も
載
せ
な
い
。
訓
は
底
本
の
も
の
。

⑵ 

乾
明
万
寿
＝
相
模
の
乾
明
山
万
寿
寺
。
関
東
十
刹
。
現
、
廃
寺
。
中
巌
和
尚
に
、「
住
相
州
乾
明
山
万
寿
禅
寺
語
録
」
あ
り
。
二
月
十
九

日
入
寺
。
十
刹
入
寺
で
、
首
座
位
か
ら
西
堂
位
に
出
世
。

⑶ 

豊
後
万
寿
＝
蒋
山
万
寿
寺
（
一
八
頁
注
⑷
を
参
照
）。
中
巌
和
尚
に
、「
住
豊
州
万
寿
禅
寺
語
録
」
あ
り
。
十
二
月
十
一
日
入
寺
。

三
年
甲
午

春
、
在
蒋
山
。
夏
、
就
開
山
塔
陞
座
。
所
穫
䞋
皆
捨
、
而
修
山
門
外
門
牌
額
。
冬
、
謝
蒋
山
事
而
歸
上
州
。
十
二
月
末
旬
、

到
吉
祥
。

＊

三
年
甲き

の
え

午う
ま

（
一
三
五
四
／
五
十
五
歳
）

春
、
蒋
山
（
豊
後
万
寿
寺
）
に
在
り
。
夏
、
⑴
開
山
塔
に
就
い
て
陞し
ん

座ぞ

す
。
穫う

る
所
の
䞋し
ん

（
布
施
）、
皆
な
捨
て
て
山

門
外
門
の
牌
額
を
修
す
。
冬
、
蒋
山
の
事
を
謝
し
て
上
州
に
帰
る
。
十
二
月
の
末
旬
、
吉
祥
に
到
る
。

＊

⑴ 

開
山
塔
＝
開
山
直
翁
智
侃
の
塔
で
、
常
楽
院
と
言
っ
て
い
た
が
、
現
、
廃
院
。

四
年
乙
未
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春
正
月
二
日
夜
、
吉
祥
方
丈
災
。
歸
止
止
庵
過
夏
。
是
歳
、
爲
廣
慧
禪
師
擧
哀
拈
香
。

＊

四
年
乙き

の
と

未ひ
つ
じ（

一
三
五
五
／
五
十
六
歳
）

春
正
月
二
日
の
夜
、
吉
祥
の
方
丈
に
災
あ
り
。
止
止
庵
に
帰
っ
て
夏げ

を
過
ご
す
。
是
の
歳
、
⑴
広
慧
禅
師
の
為
に
哀

を
挙
げ
香
を
拈
ず
。＊

⑴ 

広
慧
禅
師
＝
東
陽
徳て

輝ひ

（
三
二
頁
注
⑼
を
参
照
）
の
こ
と
。「
為
広
慧
禅
師
拈
香
挙
哀
」（『
東
海
一
漚
別
集
』〔
一
〇
五
三
頁
〕）。
そ
こ

に
、「
婺
州
路
（
浙
江
省
）
智
者
寺
の
草
堂
裡
に
在
っ
て
遷
化
し
了
わ
る
」
と
あ
る
。

延
文
元
年
丙
申

春
、
剏
竹
所
坊
於
止
止
庵
之
西
而
居
焉
。
冬
、
上
京
、
借
榻
於
天
龍
寺
。
所
居
軒
名
先
照
。

＊

延
文
元
年
丙ひ

の
え

申さ
る

（
一
三
五
六
／
五
十
七
歳
）

春
、
竹
所
坊
を
止
止
庵
の
西
に
剏は
じ

め
て
居
す
。
冬
、
京
に
上
っ
て
、
榻と
う

を
天
龍
寺
に
借
る
。
居
す
る
所
の
軒
を
⑴
先

照
と
名
づ
く
。

＊

⑴ 

先
照
＝
『
扶
桑
五
山
記
』
巻
三
「
天
龍
寺
」
に
、「
先
照
軒
、
中
岩
、
延
文
元
年
丙
申
寓
之
」
と
見
え
る
。

二
年
丁
酉
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春
、
朝
見
伏
見
殿
、
講
大
慧
普
説
。
秋
、
歸
利
根
病
痠
。
冬
、
吉
祥
寺
廊
下
庫
司
災
。
是
歳
十
月
、
淨
智
災
。
十
二

月
、
吉
祥
寺
迎
本
尊
像
歸
。

＊

二
年
丁ひ

の
と

酉と
り

（
一
三
五
七
／
五
十
八
歳
）

春
、
⑴
伏
見
殿
に
朝
見
し
て
、『
大
慧
普
説
』
を
講
ず
。
秋
、
利
根
（
上
野
吉
祥
寺
）
に
帰
っ
て
⑵
痠サ
ン

を
病
む
。
冬
、

吉
祥
寺
の
廊
下
庫く

司す

に
災
あ
り
。
是
の
歳
十
月
、
浄
智
に
災
あ
り
。
十
二
月
、
吉
祥
寺
、
⑶
本
尊
の
像
を
迎
え
て
帰

る
。

＊

⑴ 

朝
見
伏
見
殿
、
講
大
慧
普
説
＝
中
巌
和
尚
に
、「
太
上
法
皇
尊
号
説
」（『
東
海
一
漚
集
』
巻
二
〔
九
四
四
頁
〕）
が
あ
る
。「
…
…
延
文
二

年
の
春
、
太
上
大
法
皇
、
車
駕
、
南
よ
り
還
り
、
二
月
二
十
七
日
、
臣
僧
円
月
を
召
し
て
朝
見
せ
し
む
。
香
を
焚
い
て
聖
の
事
を
祝
し

た
て
ま
つ
る
。
詔
を
以
て
之
れ
を
免
ず
。
特
に
宝
机
席
を
賜
わ
っ
て
御
案
に
坐
対
し
て
、
臣
が
六
代
の
祖
、
大
慧
普
覚
禅
師
の
語
録
を

読
進
す
。
…
…
」。
次
の
日
も
読
進
し
、
三
月
二
日
、
光
明
法
皇
の
尊
号
「
肯
翁
」
の
説
と
偈
を
上
進
し
た
。

⑵ 

痠
＝
痛
の
意
。『
類
従
本
』
は
、「
瘧
（
お
こ
り
、
熱
病
）」
に
作
る
。

⑶ 

本
尊
像
＝
貞
和
元
年
（
一
三
四
五
）
に
盗
ま
れ
て
い
た
（
三
六
頁
参
照
）。

三
年
戊
戌

春
正
月
四
日
、
天
龍
寺
災
。
二
月
十
六
日
、
出
利
根
上
京
。
三
月
、
借
善
護
庵
居
。
四
月
、
病
臥
巖
生
庵
。
將
軍
薨
。

六
月
、
歸
天
龍
龜
頂
塔
下
房
。
秋
冬
、
註
釋
蒲
室
集
。
是
歳
、
作
龍
山
和
尚
行
状
。

＊
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三
年
戊
つ
ち
の
え

戌い
ぬ

（
一
三
五
八
／
五
十
九
歳
）

春
正
月
四
日
、
天
龍
寺
に
災
あ
り
。
二
月
十
六
日
、
利
根
を
出
で
て
京
に
上
る
。
三
月
、
善
護
庵
（
未
詳
）
を
借
り

て
居
す
。
四
月
、
病
ん
で
巌
生
庵
（
未
詳
）
に
臥
す
。
⑴
将
軍
、
薨
ず
。
六
月
、
⑵
天
龍
亀
頂
塔
下
の
房
に
帰
る
。
秋

冬
、
⑶
『
蒲
室
集
』
を
註
釈
す
。
是
の
歳
、
⑷
龍
山
和
尚
の
行
状
を
作
る
。

＊

⑴ 

将
軍
＝
足
利
尊
氏
。
こ
の
年
の
四
月
三
十
日
薨
去
、
年
五
十
四
。
中
巌
和
尚
に
、
最
初
月
忌
の
拈
香
法
語
「
長
寿
寺
殿
忌
日
焼
香
」

（『
東
海
一
漚
別
集
』〔
一
〇
五
四
頁
〕）
が
あ
る
。

⑵ 

天
龍
亀
頂
塔
下
房
＝
先
照
軒
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
延
文
元
年
の
記
事
（
四
四
頁
）
を
参
照
。「
亀
頂
塔
」
は
、
天
龍
寺
十
境
の
一
。

⑶ 

蒲
室
集
＝
元
の
大
慧
派
の
僧
、
笑
隠
大
痠
訢
（
一
二
八
四
～
一
三
四
四
）
の
語
録
。
五
山
文
学
界
で
珍
重
さ
れ
た
。
中
巌
和
尚
の
註
釈

は
、「
五
山
版
蒲
室
集
ニ
満
紙
円
月
ノ
書
入
レ
タ
モ
ノ
」
で
、
足
利
学
校
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
言
う
（『
禅
籍
目
録
』）。

⑷ 

龍
山
和
尚
行
状
＝
龍
山
徳
見
（
二
〇
頁
注
⑺
を
参
照
）
の
伝
記
「
真
源
大
照
禅
師
行
状
」（『
東
海
一
漚
別
集
』〔
一
〇
八
〇
頁
〕）。
龍
山

は
、
こ
の
年
の
十
一
月
十
三
日
に
示
寂
し
た
。

四
年
己
亥

六
十
歳
也
。
春
、
欲
歸
利
根
出
京
。
官
使
留
在
等
持
結
夏
。
爲
追
修
長
壽
寺
殿
小
祥
忌
。
六
月
、
得
洛
之
萬
壽
之
命
。

七
月
八
日
入
寺
。
秋
、
講
敕
修
清
規
。

＊

四
年
己

つ
ち
の
と

亥い

（
一
三
五
九
／
六
十
歳
）

六
十
歳
な
り
。
春
、
利
根
（
上
野
吉
祥
寺
）
に
帰
ら
ん
と
欲
し
て
京
を
出
づ
。
官
使
、
留
め
て
⑴
等
持
に
在
っ
て
夏げ
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を
結
ば
し
む
。
⑵
長
寿
寺
殿
の
小
祥
忌
を
追
修
せ
ん
が
為
な
り
。
六
月
、
⑶
洛
の
万
寿
の
命
を
得
た
り
。
七
月
八
日
、

入
寺
す
。
秋
、
⑷
『
勅
修
清
規
』
を
講
ず
。

＊

⑴ 
等
持
＝
鳳
凰
山
等
持
寺
（
現
、
廃
寺
）。
足
利
尊
氏
開
基
。
十
刹
第
一
位
。

⑵ 

長
寿
寺
殿
＝
前
年
の
四
月
三
十
日
に
薨
去
し
た
足
利
尊
氏
の
こ
と
。
等
持
院
殿
仁
山
妙
義
大
居
士
長
寿
寺
殿
。

⑶ 

洛
之
万
寿
＝
九
重
山
万
寿
寺
。
京
都
五
山
第
五
位
。
現
在
は
、
東
福
寺
の
塔
頭
と
な
っ
て
い
る
。
中
巌
和
尚
に
、「
住
京
城
万
寿
禅
寺
語

録
」
あ
り
。
七
月
八
日
入
寺
。
五
山
入
寺
で
、
西
堂
位
か
ら
東
堂
位
に
出
世
。
こ
れ
で
、
五
山
十
刹
、
す
べ
て
の
万
寿
寺
に
住
し
た
こ

と
に
な
る
。

⑷ 

勅
修
清
規
＝
中
巌
和
尚
の
嗣
法
師
、
東
陽
徳て

輝ひ

が
編
修
し
た
『
勅
修
百
丈
清
規
』。
三
二
頁
注
⑼
を
参
照
。

五
年
庚
子

夏
、
講
楞
嚴
經
、
兼
談
普
燈
。
秋
、
剏
妙
喜
世
界
於
萬
壽
東
北
之
隅
、
冬
、
居
焉
。

＊

五
年
庚か

の
え

子ね

（
一
三
六
〇
／
六
十
一
歳
）

夏
、『
楞
厳
経
』
を
講
じ
、
兼
ね
て
『
普
灯
（
嘉
泰
普
灯
録
）』
を
談
ず
。
秋
、
⑴
妙
喜
世
界
を
万
寿
の
東
北
の
隅
に

剏は
じ

め
て
、
冬
、
居
す
。

＊

⑴ 

妙
喜
世
界
＝
大
慧
宗
杲
（
妙
喜
と
号
す
）
の
木
像
を
安
置
し
て
創
建
。
貞
治
元
年
（
一
三
六
二
）、
建
仁
寺
内
に
移
し
た
（
四
八
頁

参
照
）。
当
時
は
、
妙
喜
世
界
と
呼
ん
で
い
た
が
、
後
、
妙
喜
庵
と
改
称
さ
れ
た
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
「
五
山
建
仁
寺
本
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末
牒
」
に
は
見
え
て
い
る
（
現
、
廃
庵
）。
建
仁
寺
の
方
の
も
の
だ
が
、
中
巌
和
尚
に
、「
化
縁
立
妙
喜
世
界
疏
」（『
東
海
一
漚
別
集
』

〔
一
〇
七
一
頁
〕）
が
あ
る
。

康
安
元
年
辛
丑

春
、
謝
萬
壽
事
。
三
月
、
出
妙
喜
、
而
東
經
近
江
歸
利
根
。
冬
、
得
龍
澤
寺
、
相
馬
過
歳
。

＊

⑴
康
安
元
年
辛か
の
と

丑う
し

（
一
三
六
一
／
六
十
二
歳
）

春
、
万
寿
の
事
を
謝
す
。
⑵
三
月
、
妙
喜
を
出
で
て
、
東
の
か
た
⑶
近
江
を
経
て
利
根
（
上
野
吉
祥
寺
）
に
帰
る
。

冬
、
⑷
龍
沢
寺
を
得
て
、
相
馬
に
歳
を
過
ご
す
。

＊

⑴ 

康
安
元
年
辛
丑
＝
『
類
従
本
』
は
、「
六
年
辛
丑
」。

⑵ 

三
月
…
…
帰
利
根
。
冬
、
得
龍
沢
寺
＝
『
類
従
本
』
は
、「
三
月
…
…
帰
利
根
。
是
の
歳
、
改
元
、
康
安
元
年
と
為
る
（
是
歳
改
元
、
為

康
安
元
年
）。
冬
、
得
立
沢
寺
」。「
是
歳
改
元
、
為
康
安
元
年
」
は
底
本
に
も
あ
る
が
、
上
か
ら
薄
紙
を
貼
っ
て
消
し
て
あ
り
、
版
本
に

も
載
せ
な
い
。
訓
は
底
本
の
も
の
。

⑶ 

近
江
＝
近
江
国
犬
上
郡
の
金
剛
寺
（
五
〇
頁
注
⑵
を
参
照
）
を
言
う
。

⑷ 

龍
沢
寺
＝
延
元
元
年
（
一
三
三
六
）
の
記
事
（
二
八
頁
）
に
あ
る
龍
沢
庵
と
同
じ
か
。
な
お
『
類
従
本
』
は
、「
立
沢
寺
」
に
作
る
。

二
八
頁
注
⑵
を
参
照
。

貞
治
元
年
壬
寅
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春
、
歸
吉
祥
。
三
月
、
純
書
記
持
建
仁
御
教
書
至
。
即
上
京
。
四
月
十
九
日
入
寺
。
秋
八
月
、
召
見
天
子
。
九
月
、
移

妙
喜
於
東
山
。
十
二
月
八
日
五
更
、
欲
陪
衆
坐
禪
至
僧
堂
。
掲
暖
簾
時
、
被
義
天
使
義
俊
射
兩
箭
。
十
五
日
退
院
。

十
七
日
、
下
近
江
州
過
歳
。

＊

⑴
貞
治
元
年
壬
み
ず
の
え

寅と
ら

（
一
三
六
二
／
六
十
三
歳
）

春
、
吉
祥
に
帰
る
。
三
月
、
純
書
記
、
⑵
建
仁
の
御
教
書
を
持
し
て
至
る
。
即
ち
京
に
上
る
。
四
月
十
九
日
、
入
寺

す
。
秋
八
月
、
召
さ
れ
て
天
子
（
後
光
厳
天
皇
）
に
見ま
み

ゆ
。
九
月
、
妙
喜
を
東
山
に
移
す
。
十
二
月
八
日
の
五
更
、

衆
に
陪
し
て
坐
禅
せ
ん
と
欲
し
て
僧
堂
に
至
る
。
⑶
暖な
ん

簾れ
ん

を
掲
ぐ
る
時
、
⑷
義
天
、
⑸
義
俊
を
し
て
⑹

両り
よ
う

箭せ
ん

を
射
せ
し

め
ら
る
。
十
五
日
、
⑺
退
院
。
十
七
日
、
⑻
近
江
州
に
下
っ
て
歳
を
過
ご
す
。

＊

⑴ 

貞
治
元
年
壬
寅
＝
『
類
従
本
』
は
、「
康
安
二
年
壬
寅
」。

⑵ 

建
仁
御
教
書
＝
京
都
五
山
第
三
位
、
東
山
建
仁
寺
住
持
職
を
命
じ
る
、
室
町
幕
府
よ
り
の
公
帖
。
中
巌
和
尚
に
、「
住
東
山
建
仁
禅
寺
語

録
」
あ
り
。
四
月
十
九
日
入
寺
、
四
十
二
世
。

⑶ 

暖
簾
＝
僧
堂
の
前
後
門
に
掛
け
る
、
布
で
製
し
た
冬
用
の
す
だ
れ

0

0

0

。
夏
は
竹
を
編
ん
だ
涼
簾
を
掛
け
る
。

⑷ 

義
天
＝
無
雲
義
天
（
一
二
九
〇
～
一
三
六
七
）。
京
都
の
人
。
建
長
寺
の
鏡
堂
覚
円
の
法
嗣
。
入
元
、
帰
朝
の
後
、
建
仁
寺
三
十
七
世
・

南
禅
寺
三
十
世
。
貞
治
六
年
五
月
二
十
七
日
示
寂
、
世
寿
七
十
八
。

⑸ 

義
俊
＝
不
詳
。
義
天
の
徒
で
あ
ろ
う
。

⑹ 

射
両
箭
＝
二
矢
、
射
か
け
ら
れ
た
。
尋
常
の
こ
と
で
は
な
い
が
、
中
巌
和
尚
の
行
履
に
、
し
ば
し
ば
「
災
（
火
災
）
あ
り
」
と
あ
る
の

も
同
じ
で
、
大
本
の
原
因
は
、
和
尚
が
、
東
明
慧
日
の
法
を
嗣
が
ず
に
、
東
陽
徳て

輝ひ

に
嗣
法
香
を
焚
い
た
こ
と
に
あ
る
。
三
二
頁
注
⑼
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⑽
を
参
照
。

⑺ 
退
院
＝
そ
の
退
院
上
堂
に
曰
く
、「
一
箭
、
尋
よ
の
つ
ね

常
、
両
り
よ
う

鵰ち
よ
うを
落
と
す
、
更
に
一
箭
を
加
う
る
も
転う
た

た
相あ
い

饒ゆ
る

す
。
直た
と

饒
い
百
発
兼
ね
て
千

発
な
る
も
、
多
口
の
東
山
、
垜あ
ず
ち、
自み
ず
から
招
く
。
招
く
と
招
か
ざ
る
と
、
高
臥
し
て
雲
霄
を
視み

る
に
如し

か
ず
（
一
箭
尋
常
落
両
鵰
、
更
加

一
箭
転
相
饒
。
直
饒
百
発
兼
千
発
、
多
口
東
山
垜
自
招
。
招
不
招
、
不
如
高
臥
視
雲
霄
）」（『
語
録
』
巻
下
「
住
東
山
建
仁
禅
寺
語
録
」

〔『
五
山
文
学
新
集
』
第
四
巻
・
七
二
二
頁
〕）。
矢
の
名
人
は
一
矢
で
二
羽
の
ワ
シ
を
射
落
と
す
と
言
う
が
、
こ
の
た
び
は
し
く
じ
っ
て
、

更
に
一
本
を
射
か
け
た
が
、
そ
れ
も
許
そ
う
。
矢
が
百
本
千
本
飛
ん
で
来
て
も
、
そ
れ
は
、
お
し
ゃ
べ
り
の
わ
し
が
招
い
た
自
業
自
得
。

矢
が
飛
ん
で
来
よ
う
が
来
ま
い
が
、
大
空
見
上
げ
て
寝
る
だ
け
だ
。
こ
の
一
句
に
、
中
巌
和
尚
の
五
山
で
の
環
境
と
、
そ
の
覚
悟
が
表

わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

⑻ 

下
近
江
州
過
歳
＝
『
類
従
本
』
に
は
こ
の
後
に
、「
是
の
歳
、
貞
治
元
年
と
改
元
す
（
是
歳
、
改
元
貞
治
元
年
）」
の
記
事
が
あ
る
。
底

本
に
も
あ
る
が
、
上
か
ら
薄
紙
を
貼
っ
て
消
し
て
あ
り
、
版
本
に
も
載
せ
な
い
。
訓
は
底
本
の
も
の
。

二
年
癸
卯

在
金
剛
寺
過
年
。
閏
正
月
二
十
日
、
歸
京
。
二
月
一
日
、
住
等
持
寺
。
四
月
晦
、
追
薦
一
品
罷
歸
隱
妙
喜
。
官
使
數

臻
。
堅
閉
而
臥
。

＊

⑴
二
年
癸
み
ず
の
と

卯う

（
一
三
六
三
／
六
十
四
歳
）

⑵
金
剛
寺
に
在
っ
て
年
を
過
ご
す
。
閏
正
月
二
十
日
、
京
に
帰
る
。
二
月
一
日
、
⑶
等
持
寺
に
住
す
。
四
月
晦み
そ
か、
⑷
一

品
を
追
薦
し
罷お

わ
っ
て
妙
喜
（
建
仁
寺
塔
頭
）
に
帰
隠
す
。
官
使
、
数シ
バ

し
ば
臻い
た

る
。
堅
く
閉
ざ
し
て
臥
す
。

＊



330

佛種慧濟禪師中巖月和尚自暦譜（能仁 晃道）

⑴ 

二
年
癸
卯
＝
『
類
従
本
』
は
、「
貞
治
元
年
癸
卯
」
に
誤
る
。

⑵ 

金
剛
寺
＝
景
瑞
山
（
現
、
廃
寺
）。
近
江
国
犬
上
郡
に
あ
っ
た
。
天
龍
寺
派
。
夢
窓
国
師
開
山
、
観
応
三
年
（
一
三
五
二
）、
近
江
守
護

職
佐
々
木
（
六
角
）
氏
頼
（
一
三
二
六
～
一
三
七
〇
）
の
建
立
と
伝
え
ら
れ
る
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
「
天
龍
寺
派
下
寺
院
帳
」

に
「
敗
壊
末
寺
」
の
一
と
し
て
見
え
て
い
る
。
氏
頼
は
、
寂
室
元
光
に
帰
依
し
、
延
文
六
年
（
一
三
六
一
）、
永
源
寺
を
開
基
し
て
い

る
。
そ
の
妻
は
、
応
安
六
年
（
一
三
七
三
）
に
出
る
佐
々
木
高
氏
の
娘
。

⑶ 

等
持
寺
＝
四
六
頁
注
⑴
を
参
照
。

⑷ 

一
品
＝
贈
一
品
、
足
利
尊
氏
。
四
月
三
十
日
が
命
日
。
な
お
、『
五
山
文
学
新
集
』
本
、『
大
日
本
史
料
』
本
、
共
に
尊
氏
の
母
「
上
杉

清
子
」
と
注
す
る
が
、
清
子
は
、
興
国
三
年
（
一
三
四
二
）
十
二
月
二
十
三
日
の
薨
去
、
贈
二
品
で
あ
る
か
ら
該
当
し
な
い
。
清
子
の

法
号
は
、
初
め
等
持
院
で
あ
っ
た
が
、
尊
氏
に
こ
の
法
号
が
贈
ら
れ
た
た
め
、
果
証
院
と
改
め
ら
れ
た
。
二
本
の
誤
り
の
原
因
は
、
こ

の
あ
た
り
に
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

三
年
甲
辰

冬
十
一
月
、
往
近
江
杣
莊
、
創
龍
興
寺
。
過
歳
。

＊

三
年
甲き

の
え

辰た
つ

（
一
三
六
四
／
六
十
五
歳
）

⑴
冬
十
一
月
、
近
江
の
杣

ソ
マ
ノ

荘し
よ
うに

往
き
て
⑵
龍
興
寺
を
創
む
。
歳
を
過
ご
す
。

＊

⑴ 

冬
十
一
月
＝
『
類
従
本
』
に
は
こ
の
前
に
、
以
下
の
記
事
あ
り
。「
是
の
歳
、
師
、
事
に
触
れ
て
大
い
に
笑
う
こ
と
休や

ま
ず
。
左
右
、
皆

な
謂オ
モ

え
ら
く
、『
吾
輩
、
潜
密
に
事
を
行
ず
。
或
い
は
不
如
法
な
る
が
故
に
師
に
笑
わ
る
』
と
。
往
往
に
引
い
て
而
も
退
く
者
多
し
（
是
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歳
、
師
触
事
大
笑
不
休
。
左
右
皆
謂
、
吾
輩
潜
密
行
事
。
或
不
如
法
故
見
師
笑
。
往
往
引
而
退
者
多
矣
）」。
底
本
に
も
あ
る
が
、
上
か

ら
薄
紙
を
貼
っ
て
消
し
て
あ
り
、
版
本
に
も
載
せ
な
い
。
訓
は
底
本
の
も
の
。

⑵ 
龍
興
寺
＝
所
在
地
な
ど
未
詳
。
貞
治
五
年
（
一
三
六
六
）
の
記
事
に
よ
り
、
六
角
甲
良
両
氏
の
外
護
に
よ
り
開
創
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

る
。
杣
荘
は
、
現
在
の
滋
賀
県
甲
賀
市
の
甲
南
町
北
部
一
帯
と
水
口
町
南
西
の
一
部
。

四
年
乙
巳

二
月
、
之
甲
良
、
見
檀
那
源
禮
部
。
留
在
澄
禪
庵
。
三
月
、
歸
京
。
四
月
、
歸
龍
興
結
制
。
五
月
、
將
軍
母
薨
。
上
京

弔
、
即
歸
龍
興
。
今
夏
暑
劇
。
夏
罷
歸
京
。
秋
冬
、
在
妙
喜
。
臘
月
、
歸
龍
興
過
歳
。

＊

四
年
乙き

の
と

巳み

（
一
三
六
五
／
六
十
六
歳
）

二
月
、
甲
良
に
之ゆ

き
て
、
檀
那
⑴
源
礼
部
に
見ま
み

ゆ
。
澄
禅
庵
（
未
詳
）
に
留
在
す
。
三
月
、
京
に
帰
る
。
四
月
、
龍

興
に
帰
っ
て
制
を
結
ぶ
。
五
月
、
⑵
将
軍
の
母
、
薨
ず
。
京
に
上
っ
て
弔
し
、
即
ち
龍
興
に
帰
る
。
今
夏
、
暑
劇ハ
ナ
ハだ

し
。
夏
罷お

わ
っ
て
京
に
帰
る
。
秋
冬
、
妙
喜
に
在
り
。
臘
月
、
龍
興
に
帰
っ
て
歳
を
過
ご
す
。

＊

⑴ 

源
礼
部
＝
佐
々
木
（
京
極
）
高
秀
（
一
三
二
八
～
一
三
九
一
）。「
礼
部
」
は
、
そ
の
官
、
治
部
少
輔
の
唐
名
。
高
氏
（
五
七
頁
注
⑴
を

参
照
）
の
三
男
。
兄
の
秀
綱
・
秀
宗
の
死
後
家
督
を
継
ぎ
、
飛
騨
・
出
雲
守
護
、
室
町
幕
府
の
侍
所
頭
人
な
ど
を
歴
任
。
管
領
細
川
頼

之
の
追
放
を
は
か
っ
て
将
軍
足
利
義
満
に
謀
反
し
た
が
、
の
ち
許
さ
れ
た
。
明
徳
二
年
十
月
十
一
日
死
去
、
年
六
十
四
。

⑵ 

将
軍
母
＝
赤
橋
登
子
（
一
三
〇
六
～
一
三
六
五
）。
父
は
、
北
条
（
赤
橋
）
久
時
。
足
利
尊
氏
の
正
室
、
二
代
将
軍
義
詮
の
母
。
五
月
四

日
薨
去
、
年
六
十
。
贈
従
一
位
。
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五
年
丙
午

春
、
在
龍
興
。
四
月
、
歸
京
過
夏
。
夏
罷
歸
杣
莊
。
專
爲
六
角
甲
良
二
檀
那
北
征
祈
祷
。
冬
、
撤
舊
佛
堂
、
移
於
新
築

之
地
。
奉
安
佛
像
於
成
願
寺
佛
堂
之
脇
。
是
歳
十
二
月
九
日
、
淨
業
父
死
。

＊

五
年
丙ひ

の
え

午う
ま

（
一
三
六
六
／
六
十
七
歳
）

春
、
龍
興
に
在
り
。
四
月
、
京
に
帰
っ
て
夏げ

を
過
ご
す
。
夏
罷お

わ
っ
て
杣
そ
ま
の

荘し
よ
うに
帰
る
。
専も
つ
ぱら
⑴
六
角
甲
良
の
二
檀
那

北
征
の
祈
祷
の
為
な
り
。
冬
、
旧モ

ト

の
仏
堂
を
撤
し
て
、
新
築
の
地
に
移
す
。
仏
像
を
成
願
寺
（
未
詳
）
仏
堂
の
脇
に

安
じ
奉
る
。
是
の
歳
十
二
月
九
日
、
⑵
浄
業
が
父
死
す
。

＊

⑴ 

六
角
甲
良
二
檀
那
北
征
＝
室
町
幕
府
執
事
の
斯
波
義
将
、
及
び
そ
の
父
の
高
経
が
失
脚
し
た
、
い
わ
ゆ
る
貞
治
の
変
を
言
う
。
斯
波
一

族
が
守
護
国
の
越
前
へ
落
ち
延
び
る
と
、
幕
府
は
京
極
高
秀
、
赤
松
光
範
な
ど
に
よ
っ
て
大
軍
を
編
成
し
、
斯
波
一
族
を
追
討
し
た
。

六
角
氏
は
、
五
〇
頁
注
⑵
「
金
剛
寺
」
を
参
照
。
甲
良
氏
は
、
近
江
甲
良
荘
の
領
主
京
極
（
佐
々
木
）
氏
を
言
う
か
。

⑵ 

浄
業
＝
建
仁
寺
の
妙
喜
世
界
（
四
七
頁
注
⑴
を
参
照
）
を
看
護
し
て
い
る
、
法
嗣
の
子
建
浄
業
（
生
没
年
不
詳
）。
応
安
四
・
五
年

（
一
三
七
一
・
七
二
）
頃
、
入
明
。
そ
の
地
で
客
死
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
を
参
照
。
中
巌
和
尚
の
五
言
律
詩

に
、「
歳ほ
し

、
庚
か
の
え

子ね

に
次や
ど

る
、
行
年
六
十
一
。
中
秋
、
月
無
し
、
憾
を
為な

す
、
老
を
以
て
な
り
。
明
年
、
期
す
可べ

か
ら
ず
。
詩
を
浄
業
に
与あ
た

う
。
亦
た
夫そ

の
頗す

こ
ぶる

聡
明
な
る
を
以
て
の
故
に
之
れ
を
寵
す
」
詩
（『
東
海
一
漚
集
』
巻
一
〔
八
九
二
頁
〕）
が
あ
る
。

六
年
丁
未

春
正
月
、
臘
末
傷
風
未
愈
。
末
旬
猶
咳
嗽
。
二
月
二
十
四
日
、
宗
藏
主
歸
京
。〔
自
暦
譜
止
于
此
〕。
秋
、
受
建
長
之
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請
。
冬
十
月
初
三
日
入
寺
。
師
六
十
八
歳
也
。
是
歳
十
二
月
七
日
、
源
將
軍
義
詮
薨
。

＊

六
年
丁ひ

の
と

未み

（
一
三
六
七
／
六
十
八
歳
）

春
正
月
、
臘
末
よ
り
傷
風
（
風
邪
）
未
だ
愈い

え
ず
。
末
旬
、
猶な

お
咳が
い

嗽そ
う

す
。
二
月
二
十
四
日
、
宗
蔵
主
、
京
に
帰

る
。〔
⑴
自
暦
譜
、
此こ
こ

に
止
ま
る
〕。
秋
、
⑵
建
長
の
請
を
受
く
。
冬
十
月
初
三
日
、
入
寺
す
。
師
、
六
十
八
歳
な
り
。

是
の
歳
十
二
月
七
日
、
源
将
軍
（
足
利
）
義ヨ
シ

詮ア
キ
ラ、
薨
ず
。

＊

⑴ 

自
暦
譜
止
于
此
＝
版
本
の
も
の
。
底
本
は
、「
以
下
無
自
暦
譜
後
来
補
之
」
を
薄
紙
を
貼
っ
て
消
し
て
い
る
。『
類
従
本
』
は
、
底
本
の

元
の
も
の
と
同
じ
。
中
巌
和
尚
の
自
撰
終
わ
り
。
以
下
は
、
法
嗣
の
南
宗
建
幢
の
補
筆
。

⑵ 

建
長
＝
巨
福
山
建
長
寺
。
鎌
倉
五
山
第
一
位
。
中
巌
和
尚
に
、「
住
相
州
巨
福
山
建
長
禅
寺
語
録
」
あ
り
。
十
月
三
日
入
寺
、
四
十
一

世
。

應
安
元
年
戊
申

春
、
謝
建
長
事
歸
京
。
蓋
以
源
將
軍
薨
也
。
夏
五
月
、
作
祭
無
夢
和
尚
文
。
是
歳
、
二
條
關
白
藤
丞
相
殿
下
、
池
中
有

龍
見
焉
。
秋
命
師
俾
作
記
。
冬
十
月
望
、
師
夢
、
受
請
住
小
院
。
便
指
山
門
云
、
嘉
元
壬
寅
此
門
建
立
、
應
安
元
年
老

僧
得
入
云
云
。
事
見
雜
談
。

＊

応
安
元
年
戊

つ
ち
の
え

申さ
る

（
一
三
六
八
／
六
十
九
歳
）

春
、
建
長
の
事
を
謝
し
て
京
に
帰
る
。
蓋け
だ

し
源
将
軍
の
薨
ず
る
を
以
て
な
り
。
夏
五
月
、
⑴
無
夢
和
尚
を
祭
る
文
を
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作
る
。
是
の
歳
、
⑵
二
条
関
白
藤
丞
相
殿
下
、
池
中
に
龍
の
見あ
ら

わ
る
る
こ
と
有
り
。
秋
、
師
に
命
じ
て
⑶
記
を
作
ら

し
む
。
冬
十
月
望
、
師
、
夢
む
、「
請
を
受
け
て
小
院
に
住
す
。
便
ち
山
門
を
指
し
て
云
く
、『
嘉
元
壬

み
ず
の
え

寅と
ら

、
此
の

門
建
立
す
、
応
安
元
年
、
老
僧
得
入
す
』
と
云
云
」。
事
、
⑷
『
雑
談
』
に
見
え
た
り
。

＊

⑴ 

無
夢
和
尚
＝
無
夢
一
清
（
一
二
九
四
～
一
三
六
八
）。
井
山
宝
福
寺
二
世
の
玉
渓
慧
瑃
の
法
嗣
。
嘉
元
（
一
三
〇
三
～
〇
六
）
の
初
め

入
元
、
百
丈
山
の
東
陽
徳て

輝ひ

（
中
巌
和
尚
の
嗣
法
師
）
の
も
と
で
後
版
秉
払
。
三
十
年
在
元
の
の
ち
帰
朝
。
宝
福
寺
（
三
世
）
に
住
し
、

延
文
四
年
（
一
三
五
九
）、
東
福
寺
三
十
世
。
応
安
元
年
五
月
二
十
四
日
示
寂
、
世
寿
七
十
五
。「
祭
文
」
は
、『
東
海
一
漚
集
』『
同
別

集
』
に
不
載
。
無
夢
に
関
し
て
は
、「
無
夢
、
東
福
に
住
す
る
江
湖
の
疏
、
并
び
に
序
」（『
東
海
一
漚
集
』
巻
二
〔
九
二
九
頁
〕）
が
あ

る
。

⑵ 

二
条
関
白
藤
丞
相
殿
下
＝
二
条
良
基
（
一
三
二
〇
～
一
三
八
八
）。
北
朝
四
代
の
天
皇
の
摂
政
、
関
白
、
太
政
大
臣
を
務
め
た
。
嘉
慶
二

年
六
月
十
三
日
薨
去
、
年
六
十
九
、
従
一
位
。
連
歌
の
大
成
者
。

⑶ 

記
＝
「
二
条
関
白
藤
丞
相
殿
下
、
池
中
有
龍
見
焉
、
賜
書
俾
作
記
、
其
命
惟
重
、
弗
敢
固
辞
、
輒
製
文
云
」（
東
大
史
料
編
纂
所
本
『
東

海
一
漚
集
』
巻
四
「
文
明
軒
雑
談
」
下
〔『
五
山
文
学
新
集
』
巻
四
・
四
八
一
頁
〕）。
五
山
文
学
の
天
境
霊
致
の
『
無
規
矩
』
坤
に
、「
二

条
関
白
開
池
、
号
政
平
水
」
詩
が
あ
り
、
池
の
名
を
知
る
。

⑷ 

雑
談
＝
「
文
明
軒
雑
談
」（『
東
海
一
漚
集
』
巻
三
〔
九
八
四
頁
〕）。
因
み
に
嘉
元
（
一
三
〇
三
～
〇
六
）
に
は
壬
寅
の
年
は
な
く
、
乾

元
元
年
（
一
三
〇
二
）
が
壬
寅
に
当
た
る
。
中
巌
和
尚
、
三
歳
。
こ
の
文
明
軒
は
、
建
仁
寺
妙
喜
世
界
（
四
七
頁
注
⑴
を
参
照
）
に

あ
っ
た
支
院
。
天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
の
「
五
山
建
仁
寺
派
下
廃
壊
改
派
寺
院
牒
」
に
、「
廃
壊
塔
頭
六
拾
宇
」
の
一
と
し
て
見
え
て

い
る
。
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二
年
己
酉

春
在
龍
興
。
雜
談
云
、
己
酉
春
、
村
里
梅
開
、
蘭
未
放
花
。
詩
寄
妙
喜
看
屋
淨
業
、
爲
問
水
仙
花
如
何
。
詩
云
、
幽
蘭

厄
雪
未
全
開
、
先
讓
春
風
與
野
梅
。
梅
下
水
仙
著
花
否
、
新
詩
撩
撥
好
相
催
。
是
歳
、
靈
洞
院
文
殊
點
眼
、
擧
揚
佛

事
。

＊

二
年
己

つ
ち
の
と

酉と
り

（
一
三
六
九
／
七
十
歳
）

春
、
龍
興
に
在
り
。
⑴
『
雑
談
』
に
云
く
、「
己
酉
の
春
、
村
里
、
梅
開
い
て
、
蘭
未
だ
花
を
放ひ
ら

か
ず
。
詩
を
妙
喜

の
看
屋
⑵
浄
業
に
寄
せ
て
、
為
に
問
う
、
水
仙
花
如い
か
ん何
と
。
詩
に
云
く
、
幽
蘭
、
雪
に
厄
せ
ら
れ
て
未
だ
全
く
開
か

ず
、
先
に
春
風
を
譲
っ
て
野
梅
に
与あ

た

う
。
梅
下
の
水
仙
、
花
を
著
く
る
や
否い
な

や
、
⑶
新
詩
、
撩
り
よ
う

撥は
つ

し
て
、
好よ

し
相あ
い

催も
よ
おす
に
」。
是
の
歳
、
⑷
霊
洞
院
文
殊
点
眼
、
仏
事
を
挙こ

揚よ
う

す
。

＊

⑴ 

雑
談
云
…
…
＝
「
文
明
軒
雑
談
」（『
東
海
一
漚
集
』
巻
三
〔
九
八
四
頁
〕）
に
は
見
え
ず
、「
七
言
絶
句
」（『
同
』
巻
一
〔
九
〇
五
頁
〕）

に
載
る
。

⑵ 

浄
業
＝
子
建
浄
業
（
五
二
頁
注
⑵
を
参
照
）。

⑶ 

新
詩
撩
撥
好
相
催
＝
新
年
の
詩
を
送
っ
て
、
お
前
（
浄
業
）
を
そ
の
気
に
さ
せ
、
一
詩
詠
ま
せ
て
、
そ
れ
を
見
て
み
た
く
て
な
。
浄
業

は
聡
明
で
詩
も
解
し
、
中
巌
和
尚
が
寵
愛
し
て
い
た
弟
子
。
和
尚
は
近
江
の
龍
興
寺
に
お
り
、
浄
業
は
建
仁
寺
の
妙
喜
世
界
を
看
護
し

て
い
る
。
中
巌
和
尚
の
少
し
寂
し
げ
な
気
持
ち
が
伝
わ
る
結
句
で
あ
る
。「
撩
撥
」
は
、「
そ
そ
の
か
す
、
お
だ
て
る
」
と
い
う
よ
う
な

意
。

⑷ 

霊
洞
院
文
殊
点
眼
＝
霊
洞
院
は
、
建
仁
寺
塔
頭
。「
文
殊
大
士
点
眼
」（『
東
海
一
漚
別
集
』〔
一
〇
六
四
頁
〕）。「
大
日
本
国
平
安
城
東
山
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霊
洞
庵マ
マ

堂
頭
正
仲
禅
師
。
爰こ
こ

に
誠
心
を
発
し
、
文
殊
大
士
の
像
一
尊
を
刻
み
奉
り
…
…
」。

三
年
庚
戌

師
七
十
一
歳
。
在
龍
興
。
是
歳
、
受
南
禪
之
請
。
堅
辭
不
起
。

＊

三
年
庚か

の
え

戌い
ぬ

（
一
三
七
〇
／
七
十
一
歳
）

師
、
七
十
一
歳
。
龍
興
に
在
り
。
是
の
歳
、
⑴
南
禅
の
請
を
受
く
。
⑵
堅
く
辞
し
て
起た

た
ず
。

＊

⑴ 

南
禅
＝
瑞
龍
山
南
禅
寺
。
五
山
之
上
。
南
禅
寺
住
持
は
、
五
山
僧
の
最
高
位
。

⑵ 

堅
辞
不
起
＝
『
類
従
本
』
は
、「
起
」
を
「
赴
」
に
作
る
。「
堅
く
辞
し
て
赴お
も
むか
ず
」。

四
年
辛
亥

師
七
十
二
歳
。
春
正
月
十
七
日
、
禪
居
庵
觀
音
安
座
、
擧
揚
佛
事
。
夏
、
作
別
源
和
尚
塔
銘
。
秋
、
赴
讚
州
禪
修
寺
康

長
老
請
、
供
養
一
切
經
。
陞
座
説
法
、
便
歸
京
。

＊

四
年
辛か

の
と

亥い

（
一
三
七
一
／
七
十
二
歳
）

師
、
七
十
二
歳
。
春
正
月
十
七
日
、
⑴
禅
居
庵
観
音
安
座
、
仏
事
を
挙
揚
す
。
夏
、
⑵
別
源
和
尚
の
塔
の
銘
を
作
る
。

秋
、
讃
州
禅
修
寺
（
未
詳
）
康
長
老
（
未
詳
）
の
請
に
赴
い
て
一
切
経
を
供
養
す
。
陞し
ん

座ぞ

説
法
し
て
、
便
ち
京
に
帰

る
。
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＊

⑴ 
禅
居
庵
観
音
安
座
＝
禅
居
庵
は
、
建
仁
寺
塔
頭
。
清
拙
正
澄
の
塔
所
。
仏
事
法
語
は
、『
東
海
一
漚
集
』『
同
別
集
』
に
不
載
。

⑵ 
別
源
和
尚
塔
銘
＝
「
洞
春
庵
別
源
禅
師
定
光
塔
銘
」（『
東
海
一
漚
別
集
』〔
一
〇
七
八
頁
〕）。
別
源
和
尚
は
、
三
二
頁
注
⑿
を
参
照
。

後
圓
融
院
。
五
年
壬
子

師
七
十
三
歳
。

＊

後
円
融
院
。
五
年
壬

み
ず
の
え

子ね

（
一
三
七
二
／
七
十
三
歳
）

師
、
七
十
三
歳
。

六
年
癸
丑

師
七
十
四
歳
。
在
龍
興
寺
過
夏
。
秋
八
月
二
十
五
日
、
佐
佐
木
源
廷
尉
徳
翁
卒
。
在
甲
良
勝
樂
寺
闍
維
。
師
往
爲
秉

炬
。
便
歸
龍
興
。
九
月
、
天
龍
寺
災
。
是
歳
、
等
持
古
劍
和
尚
、
傳
總
管
細
川
武
州
之
命
、
以
天
龍
請
。
蓋
欲
令
興
火

後
之
廢
也
。
師
以
老
遂
辭
焉
。

＊

六
年
癸

み
ず
の
と

丑う
し

（
一
三
七
三
／
七
十
四
歳
）

師
、
七
十
四
歳
。
龍
興
寺
に
在
っ
て
夏
を
過
ご
す
。
秋
八
月
二
十
五
日
、
⑴
佐
佐
木
源
廷
尉
徳
翁
、
卒
す
。
甲
良
の

⑵
勝
楽
寺
に
在
っ
て
闍じ
や

維い

す
。
師
、
往
き
て
為
に
秉ひ
ん

炬こ

す
。
便
ち
龍
興
に
帰
る
。
九
月
、
天
龍
寺
に
災
あ
り
。
是
の

歳
、
⑶
等
持
の
⑷
古
剣
和
尚
、
総
管
⑸
細
川
武
州
の
命
を
伝
え
て
、
天
龍
を
以
て
請
ず
。
蓋け
だ

し
火
後
の
廃
を
興
さ
し
め
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ん
と
欲
し
て
な
り
。
師
、
老
を
以
て
遂
に
辞
す
。

＊

⑴ 
佐
佐
木
源
廷
尉
徳
翁
＝
佐
々
木
（
京
極
）
高
氏
（
一
二
九
六
～
一
三
七
三
）。
法
名
、
勝
楽
寺
殿
徳
翁
導
誉
。「
廷
尉
」
は
、
そ
の

官
、
検
非
違
使
の
唐
名
。
甲
良
荘
（
近
江
湖
東
地
方
）
に
勝
楽
寺
城
を
築
き
本
拠
地
と
し
、
北
条
高
時
に
つ
か
え
、
元
弘
の
乱
以

後
、
足
利
尊
氏
に
従
い
、
室
町
幕
府
の
創
設
に
関
与
。
近
江
守
護
、
政
所
執
事
な
ど
を
勤
め
た
。
応
安
六
年
八
月
二
十
五
日
死
去
、
年

七
十
八
。
法
号
の
「
導
誉
（
道
誉
）」
で
知
ら
れ
る
。
中
巌
和
尚
が
、
そ
の
秉
炬
導
師
を
勤
め
た
。
秉
炬
法
語
は
、『
東
海
一
漚
別
集
』

（〔
一
〇
六
〇
頁
〕）。
高
秀
（
五
一
頁
注
⑴
を
参
照
）
の
父
。

⑵ 

勝
楽
寺
＝
慶
雲
山
（
建
仁
寺
派
）。
滋
賀
県
犬
上
郡
甲
良
町
正
楽
寺
。

⑶ 

等
持
＝
鳳
凰
山
等
持
寺
（
四
六
頁
注
⑴
を
参
照
）。

⑷ 

古
剣
和
尚
＝
古
剣
妙
快
（
生
没
年
不
詳
）。
相
模
の
人
。
夢
窓
国
師
の
法
嗣
。
入
元
、
貞
治
四
年
（
一
三
六
五
）
帰
朝
。
こ
の
応
安
六

年
、
等
持
寺
（
十
刹
第
一
位
）
に
晋
住
。
後
、
建
長
寺
六
十
世
・
建
仁
寺
五
十
八
世
。『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
を
参
照
。

⑸ 

細
川
武
州
＝
細
川
頼
之
（
一
三
二
九
～
一
三
九
二
）。
室
町
幕
府
管
領
。
従
四
位
下
、
武
蔵
守
、
相
模
守
。
明
徳
三
年
三
月
二
日
死
去
、

年
六
十
四
。

七
年
甲
寅

師
七
十
五
歳
。
是
歳
十
一
月
、
作
祭
夢
巖
和
尚
文
。
又
作
祭
定
山
和
尚
文
。
冬
、
已
示
微
恙
。

＊

七
年
甲き

の
え

寅と
ら

（
一
三
七
四
／
七
十
五
歳
）

師
、
七
十
五
歳
。
是
の
歳
十
一
月
、
⑴
夢
巌
和
尚
を
祭
る
文
を
作
る
。
又
た
⑵
定
山
和
尚
を
祭
る
文
を
作
る
。
冬
、
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已す
で

に
微び

恙ヨ
ウ

を
示
す
。＊

⑴ 
夢
巌
和
尚
＝
夢
巌
祖
応
（
？
～
一
三
七
四
）。
出
雲
の
人
。
南
禅
寺
の
潜
渓
処
謙
の
法
嗣
。
東
福
寺
四
十
世
。
こ
の
年
十
一
月
二
日
示

寂
、
世
寿
不
詳
。
大
智
円
応
禅
師
。「
祭
文
」
は
、『
東
海
一
漚
集
』『
同
別
集
』
に
不
載
。

⑵ 

定
山
和
尚
＝
定
山
祖
禅
（
一
二
九
八
～
一
三
七
四
）。
相
模
の
人
。
南
禅
寺
の
双
峰
宗
源
の
法
嗣
。
東
福
寺
二
十
七
世
・
南
禅
寺
三
十
三

世
。
こ
の
年
十
一
月
二
十
六
日
示
寂
、
世
寿
七
十
七
。
普
応
円
融
禅
師
。「
祭
文
」
は
、『
東
海
一
漚
集
』『
同
別
集
』
に
不
載
。

八
年
乙
卯
〔
改
元
永
和
〕

師
七
十
六
歳
。
正
月
初
八
日
己
巳
凌
晨
、
侍
僧
識
師
無
意
於
世
、
求
末
後
句
。
師
勵
聲
曰
、
吾
平
生
口
過
不
少
。
今

尚
何
言
。
去
去
。
遂
至
午
時
、
就
正
寢
吉
祥
而
逝
。
門
人
以
遺
命
、
奉
全
身
塔
於
東
山
妙
喜
世
界
之
後
。
斯
日
天
降

大
雪
。
此
山
和
尚
偈
序
曰
、
應
安
乙
卯
正
月
初
五
夜
、
夢
中
作
一
偈
、
悼
妙
喜
中
巖
和
尚
。
覺
後
記
之
與
諸
友
話
此

事
。
至
初
八
日
午
時
、
果
唱
滅
。
偈
云
、
虚
空
迸
裂
天
翻
雪
、
舜
若
椎
胸
驚
吐
舌
。
是
涅
槃
兮
不
涅
槃
、
巖
前
夜
夜
團

團
月
。
師
平
生
謂
徒
曰
、
吾
祖
大
慧
七
十
五
歳
示
滅
。
老
僧
亦
七
十
五
歳
行
。
今
雖
餘
八
日
、
是
歳
立
春
在
正
月
初
九

日
。
可
謂
言
有
實
效
矣
。
同
二
月
十
四
日
、
朝
廷
賜
諡
曰
佛
種
慧
濟
禪
師
。

＊

八
年
乙き

の
と

卯う

〔
永
和
と
改
元
す
〕（
一
三
七
五
／
七
十
六
歳
／
示
寂
）

師
、
七
十
六
歳
。
正
月
初
八
日
己
つ
ち
の
と

巳み

凌
晨
に
、
侍
僧
、
師
の
、
世
に
意
コ
コ
ロ

無
き
を
識し

っ
て
、
末
後
の
句
を
求
む
。

師
、
声
を
励
ま
し
て
曰
く
、「
吾
れ
平
生
の
口く

過か

少
な
か
ら
ず
。
今
尚
お
何
を
か
言
わ
ん
。
去
れ
去
れ
」
と
。
遂
に

午
時
（
正
午
）
に
至
り
、
正
寝
に
就つ

い
て
吉
祥
に
し
て
逝
す
。
門
人
、
遺
命
を
以
て
全
身
を
奉
じ
て
東
山
妙
喜
世
界
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の
後し
り
えに
塔
す
。
斯こ

の
日
、
天
、
大
雪
を
降
ら
す
。
⑴
此
山
和
尚
、
偈
序
に
曰
く
、「
応
安
乙
卯
正
月
初
五
夜
、
夢
中

に
一
偈
を
作
っ
て
、
妙
喜
中
巌
和
尚
を
悼い

た

む
。
覚
め
て
後
、
之
れ
を
記
し
て
諸
友
と
此
の
事
を
話か
た

る
。
初
八
日
午
時

に
至
っ
て
、
果
た
し
て
滅
を
唱
う
」。
偈
に
云
く
、「
⑵
虚
空
、
迸ほ
う

裂れ
つ

し
て
、
天
、
雪
を
翻
ひ
る
が
えす
、
舜
し
ゆ
ん

若に
や

、
胸
を
椎ウ

っ
て

驚
い
て
舌
を
吐
く
。
是
れ
涅
槃
か
不
涅
槃
か
、
巌
前
、
夜
夜
、
団
団
た
る
月
」。
師
、
平
生
、
徒
に
謂
い
て
曰
く
、

「
⑶
吾
が
祖
大
慧
、
七
十
五
歳
に
し
て
滅
を
示
す
。
老
僧
も
亦
た
七
十
五
歳
に
し
て
行
か
ん
」
と
。
今
、
八
日
を
余

す
と
雖い

え
ども
、
是
の
歳
、
立
春
、
正
月
初
九
日
に
在
り
。
言
に
実
効
有
り
と
謂い

っ
つ
可べ

し
。
同
二
月
十
四
日
、
朝
廷
、

諡お
く
り
なを
賜
わ
っ
て
、
仏
種
慧
済
禅
師
と
曰い

う
。

＊

⑴ 

此
山
和
尚
＝
此
山
妙
在
（
一
二
九
六
～
一
三
七
七
）。
信
濃
の
人
。
雲
巌
寺
の
高
峰
顕
日
の
法
嗣
。
入
元
、
貞
和
元
年
（
一
三
四
五
）
帰

朝
。
円
覚
寺
四
十
二
世
・
天
龍
寺
七
世
・
建
仁
寺
三
十
八
世
・
南
禅
寺
二
十
九
世
。
永
和
三
年
一
月
十
二
日
示
寂
、
世
寿
八
十
二
。
中

巌
和
尚
に
、「
此
山
、
天
龍
に
住
す
る
江
湖
の
疏
」（『
東
海
一
漚
集
』
巻
二
〔
九
二
九
頁
〕）
が
あ
る
。
此
山
和
尚
の
偈
は
、
そ
の
遺
藁

『
若
木
集
拾
遺
』（『
五
山
文
学
全
集
』
第
二
巻
〔
一
一
四
八
頁
〕）
に
載
る
。

⑵ 

虚
空
迸
裂
天
翻
雪
、
舜
若
椎
胸
驚
吐
舌
＝
大
空
は
裂
け
開
き
、
天
に
は
雪
が
舞
う
、
虚
空
神
の
舜
若
多
も
胸
を
叩
い
て
驚
愕
し
て
い
る
。

⑶ 

吾
祖
大
慧
＝
中
巌
和
尚
は
、
大
慧
六
世
の
孫
。
大
慧
宗
杲
―
拙
庵
徳
光
―
北
礀
居
簡
―
物
初
大
観
―
晦
機
元
煕
―
東
陽
徳
輝
―
中
巌
円

月
と
続
く
。

先
師
自
暦
譜
、
至
六
十
八
歳
而
止
。
以
下
考
以
補
之
。

應
永
癸
卯
孟
冬
日　
　
　

小
師
建
幢
志

＊
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先
師
の
自
暦
譜
、
六
十
八
歳
に
至
っ
て
止
ま
る
。
以
下
、
考
し
て
以
て
之
れ
を
補
す
。

応
永
癸

み
ず
の
と

卯う

（
三
十
年
／
一
四
二
三
）
孟
冬
（
十
月
）
の
日　
　
　

小
師
⑴
建
幢
志シ
ル

す

＊

⑴ 

建
幢
＝
南
宗
建
幢
（
生
没
年
不
詳
）。
建
仁
寺
九
十
六
世
・
南
禅
寺
百
七
世
。
中
巌
和
尚
に
、
そ
の
号
「
南
宗
」
を
説
い
た
「
南
宗
説
」

（『
東
海
一
漚
集
』
巻
二
〔
九
五
五
頁
〕）
が
あ
る
。『
五
山
禅
僧
伝
記
集
成
』
を
参
照
。




